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〈
表
紙
の
紹
介
〉

村
上

尚
徳

（
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課
教
科
調
査
官
）

み
ん
な
で
投
票
箱
を
支
え
、
そ
の
上
に
街
が
あ
る

と
い
う
独
創
的
な
構
図
で
す
。
一
人
一
人
の
一
票
が

街
や
生
活
を
支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
象
徴
的
に

表
し
て
い
ま
す
。
人
物
や
建
物
な
ど
、
一
つ
一
つ
が

丁
寧
に
美
し
く
描
か
れ
、
作
者
の
技
術
の
高
さ
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。
色
彩
豊
か
で
目
を
引
く
ポ
ス
タ
ー
で

す
。 住

田
沙
紀
さ
ん

兵
庫
県
立
香
寺
高
等
学
校
１
年
生

平成20年度 
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キ
ン
グ
牧
師
は
、
公
民
権
運
動
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
米
国
の
人
種
差

別
撤
廃
に
向
け
大
き
な
足
跡
を
残
し

ま
し
た
。

一
八
六
二
年
に
奴
隷
解
放
宣
言
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
合
衆
国
憲
法
も

修
正
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米

国
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
系
米
国
人
に

対
す
る
差
別
は
、
二
〇
世
紀
半
ば
に

な
っ
て
も
、
様
々
な
形
で
残
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
憲
法
で
は
投
票
権
は
与

え
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
州
に
よ
っ

て
は
投
票
税
や
識
字
テ
ス
ト
の
た
め

に
、
社
会
・
経
済
的
地
位
の
低
い
こ

と
が
多
か
っ
た
ア
フ
リ
カ
系
米
国
人

は
、
事
実
上
投
票
所
か
ら
締
め
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
白
人
と
ア
フ
リ
カ

系
米
国
人
で
通
う
学
校
や
バ
ス
の
着

席
位
置
を
区
別
す
る
、
人
種
間
の
結

婚
を
許
さ
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と
も

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
人
種
差
別
を
な
く
す
た

め
、
特
に
一
九
五
〇
年
代
以
降
、
公

民
権
運
動
が
広
が
り
、
キ
ン
グ
牧
師

は
そ
の
先
頭
に
立
ち
ま
し
た
。
こ
の

演
説
は
、
一
九
六
三
年
八
月
二
八
日
、

お
よ
そ
二
〇
万
人
が
参
加
し
た
ワ
シ

ン
ト
ン
大
行
進
の
中
で
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

「
私
に
は
夢
が
あ
る
。『
人
は
み
な
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
平
等
で
あ
る
こ

と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
自
明
の
理
と
考

え
る
』〔
米
独
立
宣
言
の
一
節
〕
と
い

う
信
念
が
真
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
の

た
め
に
、
こ
の
国
が
立
ち
上
が
り
、

そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
を
。（
中
略
）

私
に
は
夢
が
あ
る
。
私
の
小
さ
な

四
人
の
子
供
が
、
肌
の
色
で
は
な
く

人
格
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
よ
う
な

国
に
い
つ
か
生
き
ら
れ
る
こ
と
を
…
」

二
〇
〇
九
年
一
月
、
バ
ラ
ク
・
オ

バ
マ
氏
が
ア
フ
リ
カ
系
米
国
人
と
し

て
は
初
の
米
大
統
領
に
就
任
し
ま
し

た
。
キ
ン
グ
牧
師
、
そ
し
て
民
主
主

義
の
「
夢
」
が
ま
た
ひ
と
つ
、
実
現

し
ま
し
た
。

マーティン・ルーサー・キング・ジュニア
1929年生　1968年没

私には夢がある
（I have a dream）
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近
年
、
地
方
議
会
の
議
場
を
会
場
に
、
子
ど
も
た

ち
が
議
員
と
な
っ
て
議
会
審
議
を
疑
似
体
験
す
る

「
子
ど
も
議
会
」
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
調

査
時
点
が
違
い
ま
す
が
、
都
道
府
県
議
会
で
は
平
成

一
八
年
中
で
六
県
、
市
議
会
で
は
平
成
一
九
年
中
で

一
五
三
市
、
町
村
議
会
で
は
平
成
一
九
年
七
月
現
在

で
三
一
町
村
。
市
議
会
は
一
年
前
の
平
成
一
八
年
よ

り
三
四
市
増
え
て
い
ま
す
（
各
全
国
議
長
会
調
べ
）。

子
ど
も
議
会
が
増
加
し
て
い
る
背
景
と
し
て
は
、

一
つ
に
は
、
平
成
六
年
に
「
子
ど
も
の
権
利
条
約

（
正
式
名
称
は
「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」）
が

発
効
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
条
約
は
、

一
八
歳
未
満
の
子
ど
も
を
保
護
の
対
象
と
し
て
で
は

な
く
、
権
利
の
主
体
と
捉
え
、
子
ど
も
に
保
証
さ
れ

る
べ
き
権
利
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し

て
、「
意
見
表
明
権
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、「
子
ど

も
は
、
自
己
に
影
響
を
及
ぼ
す
あ
ら
ゆ
る
司
法
上
及

び
行
政
上
の
手
続
き
に
お
い
て
、
国
内
法
の
手
続
規

則
に
合
致
す
る
方
法
に
よ
り
直
接
に
ま
た
は
代
理
人

若
し
く
は
適
当
な
団
体
を
通
じ
て
聴
取
さ
れ
る
機
会

を
与
え
ら
れ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
理
念
や
原
則
の
具
現

化
を
図
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
議
会

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
自
治
体
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

二
つ
に
は
、
近
年
若
者
の
政
治
・
選
挙
離
れ
が
進

み
、
特
に
地
方
選
挙
の
投
票
率
は
極
め
て
低
レ
ベ
ル

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
児
童
・
生
徒
の
公
民
的
資
質
の

基
礎
を
培
い
、
自
分
た
ち
の
地
域
や
地
方
自
治
へ
の

関
心
を
高
め
る
方
策
と
し
て
子
ど
も
議
会
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

三
つ
に
は
、
子
ど
も
議
会
は
、
女
性
議
会
や
青
年

議
会
と
同
じ
く
、
議
会
活
性
化
の
た
め
の
取
り
組
み

で
あ
る
「
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
」
の
一
環
と
見
る

こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

＊

一
口
に
子
ど
も
議
会
と
い
っ
て
も
、
そ
の
取
り
組

み
の
内
容
や
方
法
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
議
員
と
な
る
子
ど
も
の
学
年
は
、
単
一
の
学
年

（
例
え
ば
中
学
三
年
生
）
と
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

小
学
校
五
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で
と
い
う
よ
う
に
幅

広
く
異
な
る
年
齢
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
単
一
の
学
校
の
子
ど
も
で
議
会

を
構
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
市
（
町
村
）

内
に
あ
る
す
べ
て
の
学
校
か
ら
公
募
で
議
員
を
選
出

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
議
会 

模
擬
議
会
の
内
容
は
、
①
子
ど
も
た
ち
が
議
員
お

よ
び
首
長
に
扮
し
、
首
長
が
提
案
し
た
議
案
に
賛

成
・
反
対
の
双
方
か
ら
討
論
を
行
う
も
の
、
②
子
ど

も
た
ち
は
議
員
と
な
っ
て
質
問
を
行
い
、
本
物
の
首

長
お
よ
び
部
局
長
が
こ
れ
に
答
弁
す
る
も
の
、
③
子

ど
も
た
ち
は
課
題
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
現

状
や
問
題
点
を
学
習
し
、
議
論
し
、
協
議
し
て
質
問

文
や
提
案
を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
代

表
者
が
議
員
と
な
っ
て
本
物
の
首
長
に
質
問
す
る
も

の
、
な
ど
様
々
で
す
。

主
催
者
は
、
執
行
部
（
青
少
年
担
当
部
局
な
ど
）、

教
育
委
員
会
、
議
会
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
共
催
が
ほ

と
ん
ど
で
す
が
、
な
か
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
や
青
年

会
議
所
な
ど
が
主
催
者
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
広
島
県
安
芸
高
田
市
は
市
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
が
主
催
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
大
学
生
の
グ
ル

ー
プ
を
組
織
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
こ
の
子
ど
も
議
会
に
参
加
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、
行
政
や
議
会
の
運
営
の
実
際
を
学
ぶ

だ
け
で
な
く
、
地
域
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
か

を
調
査
し
、
ど
う
や
っ
て
解
決
す
れ
ば
よ
い
か
を
考

え
、
解
決
案
を
出
し
合
い
、
議
論
を
し
、
合
意
を
取

り
つ
け
て
い
く
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

地
域
と
政
治
に
関
心
を
持
ち
、
代
表
の
意
味
を
考

え
、
選
挙
の
意
義
に
気
づ
き
、
公
民
と
し
て
積
極
的

に
社
会
に
参
加
す
る
こ
と
の
態
度
・
意
欲
を
醸
成
す

る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
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愛
知
県
岡
崎
市
特
別
活
動
指
導
員
（
岡
崎
市
立
井
田
小
学
校
教
諭
）

戸
澤

剛

発
足
と
経
緯

岡
崎
市
生
徒
市
議
会
は
、
市
内
全
中
学
校
（
一
九

校
）
の
生
徒
会
役
員
代
表
五
七
名
で
組
織
す
る
「
生

徒
会
連
絡
協
議
会
」
が
取
り
組
む
行
事
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
。
行
政
の
支
援
・
協
力
を
得
な
が
ら
も
、

す
べ
て
中
学
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
取
り
組
み
で
あ

る
。昭

和
四
八
年
（
一
九
七
三
年
）、「
自
治
の
意
識
を

持
ち
、
よ
り
よ
い
生
活
を
つ
く
る
生
徒
の
育
成
」
を

め
ざ
し
て
、
生
徒
模
擬
市
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

市
政
に
関
心
を
も
ち
将
来
の
岡
崎
を
担
う
人
材
の
育

成
を
念
頭
に
、
変
遷
を
重
ね
な
が
ら
、
本
年
度
で
三

六
回
を
迎
え
る
に
至
っ
て
い
る
。

第
十
一
回
（
昭
和
五
八
年
）
に
、
答
弁
す
る
理
事

役
も
生
徒
が
行
う
形
式
に
す
る
こ
と
で
、「
生
徒
市

議
会
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
が
、
再
び
第
三
一

回
（
平
成
一
五
年
）
よ
り
生
徒
に
よ
る
質
問
提
案
、

市
役
所
理
事
者
に
よ
る
答
弁
と
い
う
形
式
に
変
更

し
、
よ
り
中
学
生
の
考
え
を
反
映
で
き
る
生
徒
市
議

会
を
め
ざ
し
て
改
善
を
重
ね
て
き
た
。
開
催
会
場
に

つ
い
て
も
、
現
在
で
は
、
実
際
に
市
議
会
が
行
わ
れ

岡
崎
市
生
徒
市
議
会
の

取
り
組
み

る
市
議
会
議
場
を
、
リ
ハ
ー
サ
ル
と
本
番
の
二
日
に

わ
た
っ
て
お
借
り
し
て
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。私

は
縁
あ
っ
て
生
徒
市
議
会
の
運
営
に
携
わ
っ
て

一
六
年
目
に
な
る
。
特
に
現
職
に
な
っ
て
か
ら
は
、

学
校
と
市
役
所
の
間
に
立
っ
て
の
調
整
役
を
行
っ
て

き
た
。
市
関
係
部
局
の
方
と
接
す
る
と
中
学
生
の
提

案
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
、
生
徒
の
思
い

を
大
切
に
さ
れ
な
が
ら
、
現
状
の
市
政
の
立
場
か
ら

検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。
こ
の
傾

向
は
、
特
に
第
三
一
回
目
か
ら
の
市
役
所
理
事
者
に

よ
る
答
弁
と
い
う
形
式
に
変
わ
っ
て
か
ら
強
ま
っ
た

よ
う
に
思
う
。

目
　
的

①
市
の
行
政
に
つ
い
て
調
査
し
、
市
議
会
の
運
営
の

実
際
を
学
び
、
生
徒
の
力
で
議
会
を
運
営
す
る
こ

と
を
通
し
て
、
行
政
や
議
会
に
対
す
る
関
心
を
高

め
、
自
治
の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

②
市
の
理
事
者
に
対
し
て
提
案
し
、
答
弁
か
ら
市
政

の
現
実
を
身
近
に
感
じ
た
り
、
提
案
が
行
政
の
場

で
の
具
現
化
を
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
よ
り

良
い
生
活
を
築
こ
う
と
す
る
意
欲
を
高
め
る
。

③
市
内
の
全
中
学
校
の
代
表
が
同
じ
場
で
活
動
す
る

こ
と
を
通
し
て
、
お
互
い
に
影
響
し
合
い
、
生
徒

会
活
動
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

生
徒
市
議
会
の
概
要

（
第
三
六
回：

本
年
度
内
容
）

五
月
中
旬
、
第
一
回
生
徒
会
連
絡
協
議
会
を
開
催

し
、
市
内
一
九
中
学
校
の
生
徒
会
役
員
代
表
各
三
名

が
集
ま
り
、
連
絡
協
議
会
長
の
選
出
と
本
年
度
の
生

徒
市
議
会
へ
の
質
問
提
案
を
行
う
部
局
に
つ
い
て
の

希
望
を
調
節
し
て
決
定
す
る
。

生
徒
市
議
会
は
、
市
の
教
員
研
修
組
織
の
特
別
活

動
部
が
担
当
し
、
特
別
活
動
担
当
の
教
論
の
中
か
ら

選
出
さ
れ
た
世
話
係
と
指
導
員
の
私
で
実
務
の
運
営

を
行
っ
て
い
る
。

協
議
会
に
先
立
ち
、
各
中
学
校
で
は
、
生
徒
会
を

中
心
に
市
の
出
前
講
座
な
ど
に
よ
っ
て
行
政
に
つ
い

て
学
習
す
る
。
そ
こ
で
、
行
政
の
特
長
や
こ
れ
か
ら

の
市
に
は
何
が
必
要
な
の
か
な
ど
を
調
べ
、
質
問
や

提
案
の
内
容
を
考
え
る
。
そ
れ
を
、
生
徒
会
連
絡
協

議
会
に
持
ち
寄
り
、
検
討
す
る
。
協
議
会
で
意
見
が

活
発
に
交
わ
さ
れ
る
こ
と
で
、
夢
の
プ
ラ
ン
が
現
実

に
近
づ
き
、
よ
り
質
の
高
い
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
議
論
を
ふ
ま
え
て
、
各
中
学
校
で
提
案
部
局

へ
の
提
案
（
案
）
を
作
成
し
、
六
月
上
旬
の
第
二
回
生

徒
会
連
絡
協
議
会
で
提
案
内
容
を
決
定
し
、
生
徒
市

議
会
当
日
の
役
割
分
担
も
決
め
る
。
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そ
の
後
、
各
中
学
校
で
は
最
終
の
提
案
原
稿
を
作

成
し
て
、
七
月
上
旬
に
、
生
徒
が
市
役
所
担
当
部
局

へ
出
向
き
、
提
案
を
説
明
し
て
答
弁
の
お
願
い
を
す

る
。各

中
学
校
の
代
表
生
徒
た
ち
は
、
生
徒
市
議
会
前

日
に
行
わ
れ
る
第
三
回
連
絡
協
議
会
を
市
議
会
議
場

で
開
催
し
、
リ
ハ
ー
サ
ル
と
係
別
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
、
当
日
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
リ
ハ
ー
サ
ル
で

は
、
部
活
動
の
大
会
や
習
い
事
で
顔
見
知
り
の
生
徒

も
い
る
こ
と
か
ら
、
生
徒
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
十
分
に
と
れ
て
い
る
が
、
初
め
て
足
を
踏
み
入

れ
る
議
場
に
緊
張
感
は
高
ま
る
。
椅
子
の
座
り
心
地

を
確
か
め
た
り
、
休
憩
時
間
に
何
度
も
立
ち
振
る
舞

い
の
練
習
を
し
た
り
す
る
生
徒
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

当
日
の
生
徒
市
議
会
の
議
場
で

は
、
自
信
に
あ
ふ
れ
、
真
剣
な
ま

な
ざ
し
の
中
学
生
と
、
質
問
や
提

案
を
受
け
る
各
部
局
と
の
真
摯
な

や
り
と
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
市
長
を
は
じ
め
、
各
部
局

長
、
傍
聴
し
た
現
職
の
市
議
会
議

員
が
熱
心
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら

生
徒
た
ち
の
質
問
提
案
に
耳
を
傾

け
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

質
問
提
案
の
傾
向

近
年
、
市
政
を
学
び
、
生
徒
会

連
絡
協
議
会
で
グ
ル
ー
プ
討
議
を

取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
提
案
の
内
容
は
、
公
助
を
求

め
る
も
の
か
ら
自
ら
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
自
助
型

に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
提
案
し
た
も
の
を
学
校
や

地
域
で
実
践
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

ま
た
、
提
案
の
中
に
は
実
際
に
市
政
に
反
映
さ
れ

て
い
る
も
の
も
あ
る
。
一
八
年
度
、
提
案
さ
れ
た
ニ

ー
ト
対
策
事
業
は
「
中
学
校
の
職
業
教
育
支
援
セ
ミ

ナ
ー
」
と
し
て
予
算
化
さ
れ
、
実
施
さ
れ
た
。
額
田

地
区
と
の
合
併
を
記
念
し
て
「
額
田
地
区
の
お
い
し

い
水
を
『
額
田
仙
水
』
と
命
名
し
て
水
道
局
で
販
売

し
て
は
」
と
い
う
提
案
が
実
現
。
一
九
年
度
の
「
岡

崎
市
子
供
芸
術
・
科
学
の
森
構
想
の
提
案
」
と
本
年

度
の
「
岡
崎
市
子
ど
も
科
学
館
構
想
」
は
、
市
の
子

ど
も
科
学
館
構
想
へ
の
重
要
な
提
案
と
な
っ
た
。
ま

・総合文化市民会館の建設を（市民文化部）

・バスに乗りやすい街づくりを（企画政策部）

・市民病院に遊園地の設置を（市民病院）

・岡崎市子ども科学館構想（教育委員会）

・廃校になる学校に自然科学館を（教育委員会）

・MY ECO BAGの推進を（環境部）

・人や猫も住みやすい社会を（保健所）

・ネットワークで育児に優しい街づくりを（福祉保健

部）

・道の駅を拠点とした地域活性化（経済振興部）

・岡崎「二十七曲」（江戸時代の街道）の活性化を

（企画政策部）

・ライフラインが途絶えたことを想定した防災訓練の

実施を（消防本部）

・防災啓発プロジェクト（総務部）

・東海大地震発生時に役立つ水の確保（水道局）

・緊急情報システムの構築（総務部）

第36回生徒市議会提案内容（答弁部局）

た
本
年
度
に
は
、
矢
作
中
学
が
提
案
し
た
「
バ
ス
に

乗
り
や
す
い
街
づ
く
り
を
」
で
は
、
昨
年
十
一
月
に

そ
の
提
案
の
一
部
が
採
用
さ
れ
、
市
バ
ス
の
新
し
い

ル
ー
ト
（
岡
崎
エ
ク
ス
プ
レ
ス
）
が
実
現
し
て
い
る
。

生
徒
た
ち
の
、
柔
軟
で
夢
の
あ
る
数
々
の
提
案
は
、

市
の
関
係
者
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
人
か
ら
注
目

さ
れ
て
お
り
、
生
徒
市
議
会
の
傍
聴
席
は
毎
年
満
席

と
な
る
。

お
わ
り
に

提
案
が
実
現
し
た
中
学
校
の
生
徒
会
担
当
教
諭
は
、

「
地
域
の
方
と
の
連
携
の
た
め
の
打
ち
合
わ
せ
や
実

際
の
生
徒
の
配
置
な
ど
、
実
現
さ
せ
る
ま
で
に
は
多

く
の
苦
労
が
あ
っ
た
が
、
生
徒
会
役
員
が
『
学
区
の

係
の
人
か
ら
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
も
ら
え
て
、
地
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愛知県公立学校教諭
（昭和60年度～）。平成
17年度から岡崎市特別
活動指導員（本年度で
４年目）。生徒市議会
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め役として市役所と各
中学校の連絡調整を行
うなど、15年間、生徒
市議会運営の仕事に携
わってきた。

域
の
役
に
立
て
た
こ
と
を
感
じ
て
う
れ
し
か
っ
た
』

と
話
し
た
の
を
聞
い
て
、
労
が
報
わ
れ
た
」
と
話
し

て
い
た
。
本
実
践
の
ね
ら
い
が
達
成
さ
れ
た
姿
を
感

じ
、
人
間
力
を
高
め
る
一
助
と
な
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
方
、
生
徒
会
役
員
以
外
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て

も
、
意
義
の
あ
る
実
践
に
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。本

実
践
は
、
市
当
局
の
深
い
理
解
と
多
大
な
協
力

と
支
援
、
そ
し
て
、
高
い
志
を
も
っ
て
生
徒
市
議
会

わ
れ
た
「
子
ど
も
す
こ
や
か
宣
言
」
を
推
進
す
る
た

め
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、「
八
王
子
市
こ
ど

も
育
成
計
画
」
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
ま
で
は
、
子
ど
も
会
議
と
し
て
広
い
市
域
を
五
つ

の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
地
域
ご
と
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
新
聞
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、「
こ
ど

も
育
成
計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
子
ど
も
の
意
見
を

反
映
し
よ
う
と
、
市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
子
ど
も

の
参
加
事
業
に
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

子
ど
も
議
会
の
進
め
方

「
子
ど
も
は
何
を
言
う
か
わ
か
ら
な
い
。
意
見
に
責

任
は
持
て
る
の
か
」「
子
ど
も
の
意
見
が
必
要
な
ら

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
れ
ば
い
い
。
人
数
を
限
定
し
て
言

わ
せ
る
こ
と
に
意
義
は
あ
る
の
か
」「
ど
う
せ
大
人

が
言
わ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」

「
子
ど
も
の
参
加
」
の
取
り
組
み
が
う
ま
く
い
か
な

い
と
し
た
ら
、
お
そ
ら
く
こ
う
い
っ
た
意
見
が
あ
る

こ
と
か
ら
だ
ろ
う
。
本
市
が
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養

成
し
、
子
ど
も
議
員
の
取
り
組
み
に
時
間
を
か
け
た

の
は
、
こ
う
し
た
課
題
を
克
服
す
る
た
め
で
あ
る
。

公
募
で
集
ま
っ
た
子
ど
も
議
員
は
ご
く
普
通
の
子

ど
も
た
ち
。
彼
ら
に
〝
議
員
〞
と
し
て
の
自
覚
を
促

す
た
め
、
結
団
式
で
は
現
職
の
市
議
会
議
員
と
質
疑

応
答
を
行
っ
た
。
市
議
会
議
員
か
ら
は
、
子
ど
も
た

ち
の
ま
っ
す
ぐ
な
目
で
市
を
見
て
ほ
し
い
、
と
の
コ

メ
ン
ト
も
あ
っ
た
。

二
回
目
の
学
習
会
は
、
市
民
協
働
で
つ
く
ら
れ
た

公
園
、
清
掃
工
場
、
道
の
駅
を
見
学
し
、
直
接
市
民

や
生
産
者
、
現
場
の
職
員
か
ら
話
を
聞
い
た
。
地
域

東
京
都
八
王
子
市
子
ど
も
の
し
あ
わ
せ
課

は
ち
お
う
じ
子
ど
も
議
会
と

子
ど
も
の
参
加

｜
子
ど
も
は
〝
一
〇
年
後
の
お
と
な
〞で
あ
る
と
い
う
こ
と
｜

子
ど
も
の
参
加

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
第
十
二
条
「
意
見
表
明
権
」

は
、「
子
ど
も
の
参
加
」
と
い
う
考
え
方
の
基
本
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
は
自
分
で
目
標
を
選
び
、
そ
の
た
め
の
知
識
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
市
が
こ

の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
は
、
子
ど
も
が
地
域
の
中

で
「
社
会
参
加
」
と
い
う
民
主
主
義
の
プ
ロ
セ
ス
を

実
践
し
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
重
要
な
意
味
を

持
つ
。

な
ぜ
「
子
ど
も
議
会
」
だ
っ
た
か

は
ち
お
う
じ
子
ど
も
議
会
は
、
平
成
十
二
年
に
行

子ども議会 

を
立
ち
上
げ
、
実
践
を
重
ね
て
く
だ
さ
っ
た
先
達
が

な
け
れ
ば
、
今
日
の
生
徒
市
議
会
は
成
り
立
た
な
い
。

本
実
践
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
々
へ
の
感
謝
の
念

を
持
ち
、
よ
り
良
い
実
践
へ
と
高
め
て
い
き
た
い
。
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の
こ
と
は
地
域
の
人
か
ら
、
と
い
う
趣
旨
で
実
施
し

た
施
設
見
学
は
、
子
ど
も
議
員
の
興
味
を
十
分
に
引

き
つ
け
る
も
の
だ
っ
た
。

三
回
目
は
、
自
分
た
ち
の
疑
問
や
興
味
に
応
え
て

も
ら
う
た
め
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
、
産
業
、
環
境

等
の
所
管
の
担
当
者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

そ
し
て
自
分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
を
も
と
に
「
委
員

会
」
を
つ
く
り
、
二
日
間
の
合
宿
で
「
発
言
通
告
書
」

を
作
成
し
た
。
食
事
以
外
は
ほ
と
ん
ど
話
し
合
い
、

と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も

た
ち
は
「
あ

と
一
日
あ
っ

た
ら
も
っ
と

考
え
ら
れ
た

の
に
」
と
、
と

て
も
意
欲
的

に
取
り
組
ん

だ
。こ

れ
ら
の

プ
ロ
セ
ス
に

は
毎
回
、
自

分
の
考
え
を

ま
と
め
る
こ
と
と
伝
え
る
こ
と
、
人
の
話
を
聴
く
こ

と
と
受
け
入
れ
る
こ
と
が
伴
う
。
そ
れ
を
支
え
た
の

が
「
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
」
で
あ
る
。

子
ど
も
を
支
え
る

学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割

子
ど
も
の
社
会
性
を
伸
ば
す
た
め
の
活
動
の
実
践

に
は
、
そ
れ
を
支
え
る
大
人
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
な
一
定
期
間
継
続
し
て
行
わ
れ
る
プ
ロ

セ
ス
を
支
え
る
た
め
に
は
、
単
に
「
子
ど
も
が
好
き
」

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
に
と
っ
て
「
意
見
が
言
い
や

す
い
環
境
」「
相
談
し
や
す
い
大
人
」
を
考
え
た
と

き
、
子
ど
も
の
年
齢
に
近
い
存
在
で
あ
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
。
社
会
経
験
や
知
識
が
少
な
い
こ
と

を
補
っ
て
も
余
り
あ
る
「
子
ど
も
の
身
近
な
理
解
者
」

と
し
て
の
存
在
が
、
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
特

に
本
市
は
、
市
域
に
二
三
大
学
を
抱
え
る
学
園
都
市

と
し
て
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

大
学
生
も
「
社
会
参
加
」
の
プ
ロ
セ
ス
や
市
政
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
機
会
と
し
た
。

募
集
は
、
市
の
広
報
や
市
内
の
大
学
に
ポ
ス
タ
ー

掲
示
や
チ
ラ
シ
配
布
を
お
願
い
す
る
一
方
で
、
保
育

や
教
育
、
政
策
に
関
心
の
あ
り
そ
う
な
ゼ
ミ
な
ど
に

対
し
て
事
務
局
が
個
別
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
説
明
を

行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
形
で
集
ま
っ
た
大
学
生
は
、

保
育
、
教
育
、
福
祉
、
法
科
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

様
々
な
分
野
に
わ
た
り
学
ぶ
学
生
二
三
名
だ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
子
ど
も
議
員
だ
け
で
な
く
、
学
生
サ

ポ
ー
タ
ー
に
も
私
た
ち
職
員
に
と
っ
て
も
、
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
提
案
を
考
え
る
た
め
の
広
い
視
野
を

持
つ
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
は
数
回
の
研
修
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
を
通
じ
て
つ
ね
に
「
子
ど
も
に
寄
り
添
う
伴

走
者
で
あ
る
こ
と
」
を
意
識
し
て
き
た
。
彼
ら
に
学

ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
の
多
く
は
、「
子
ど
も
の
扱
い

方
」
で
は
な
く
、「
人
と
の
関
わ
り
方
」
で
あ
り
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
子

ど
も
た
ち
と
関
わ
る
中
で
、
ど
ん
な
に
議
論
が
行
き

詰
ま
っ
て
も
答
え
を
与
え
る
こ
と
は
せ
ず
、
一
人
ひ

と
り
の
言
葉
を
丁
寧
に
拾
い
続
け
た
。
そ
の
結
果
、

子
ど
も
議
員
は
長
時
間
に
わ
た
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
こ
な
し
、
自
分
の
言
葉
で
提
言
書
を
つ
く
り
、
本

会
議
に
望
む
こ
と
が
で
き
た
。

学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
の
関
わ
り
は
、
実
施
主
体
の

「
行
政
」
と
活
動
主
体
の
「
子
ど
も
」
を
つ
な
ぐ
役

割
に
な
り
、
活
動
が
大
人
の
誘
導
に
な
っ
た
り
形
式

的
に
子
ど
も
の
意
見
を
聞
く
だ
け
、
と
い
っ
た
〝
操

アドバイザー 
（学識経験者） 

アドバイス 

ア
ド
バ
イ
ス
 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
 

助言 

子ども 

ファシリ 
テーター 

学生 
サポーター 

子ども会議 
子ども議会 

意見表明の具体化 

情報提供 

八王子市 

事務局 
（こども政策課 

〔現こどものしあわせ課〕） 

意見 
表明 

子
ど
も
議
会
 発展 

地域情報 

子ども 
会議 

地域 

1 2 3 4 5

はちおうじ子ども議会イメージ

関係所管担当者からのヒアリング風景
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り
型
の
参
画
〞
や
〝
お
飾
り
型
の
参
画
〞
と
は
一
線

を
画
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

「
子
ど
も
の
参
加
」
に
取
り
組
む
こ
と
は

自
治
体
の
課
題

こ
う
し
て
本
会
議
を
迎
え
た
子
ど
も
議
員
は
、
一

三
九
名
も
の
傍
聴
者
の
見
守
る
中
、
七
つ
の
委
員
会

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
立
派
に
提
案
を
行
い
、
行
政
側
は
市

長
、
教
育
長
か
ら
一
つ
ず
つ
丁
寧
な
答
弁
が
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
も
「
子
ど
も
の
し
あ
わ
せ
課
を
つ
く
ろ
う
」

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
目
線
を
大
切
に
す
る
行
政

を
目
指
す
と
い
う
こ
と
か
ら
、
市
長
の
「
や
り
ま

す
！
」
の
発
言
を
引
き
出
し
、
思
わ
ぬ
成
果
に
一
番

驚
い
た
の
は
発
言
し
た
子
ど
も
議
員
だ
っ
た
だ
ろ

う
。

「
元
気
な
ま
ち
　
八
王
子
」
を
目
指
す
本
市
と
し
て
、

「
活
力
が
あ
る
ま
ち
」「
人
が
住
み
た
い
と
思
う
ま
ち
」

を
考
え
た
と
き
、
子
ど
も
と
い
う
存
在
を
外
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
子
ど
も
は
八
王
子
に
住
み
た
い
と
思

っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？

こ
の
ま
ち
に
愛
着
が
あ
る

だ
ろ
う
か
？

大
人
に
な
っ
た
と
き
、
ま
た
こ
の
ま

ち
に
戻
っ
て
く
る
だ
ろ
う
か
？

自
分
の
住
む
ま
ち
に
つ
い
て
「
リ
ア
ル
」
に
知
る

こ
と
、
疑
問
に
感
じ
る
こ
と（
ど
う
し
て
そ
う
な
る

の
？
）、
働
き
か
け
る
こ
と（
こ
う
し
た
ら
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
の
？
）
に
子
ど
も
が
取
り
組
む
こ
と
は
、

「
子
ど
も
は
市
民
で
あ
る
」
と
い
う
行
政
の
自
覚
で

あ
り
、
五
年
後
、
一
〇
年
後
の
大
人
と
な
る
次
の
世

代
に
対
し
て
の
基
礎
自
治
体
の
責
任
で
も
あ
る
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、

■募集：「わたしたちが考えるまちづくり～10年後もこのまちが好きですか？」をテーマに、

子どもの視点で八王子市のまちづくりについて提案を行うことを目的とする。

■応募方法：作文。「私が好きな八王子」「わたしが市長だったら」「こんなまちに住みたい」

の三つのテーマから一つを選択。

■応募資格：市内在住在学の小学校５年生～中学校３年生

■議員数：42名（小学生30名、中学生12名）

■任期：平成20年５月10日（結団式）～平成20年11月２日（報告会）

■学生サポーター：子ども議会を支える大学生23名のグループ。子ども議員の秘書役として、

平成19年度から子どもとの関わり方や市政をテーマとした研修、子ども会議への参加など

の経験を積んだ。

■子ども議会本会議

日時：平成20年８月31日（日）

場所：市役所議会棟　議場

※答弁はすべて市長と教育長が行った。

子ども議員
地
域
社
会
や
家
庭
な
ど
様
々
な
場
面
や
方
法
で
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

本
市
は
今
回
の
子
ど
も
議
会
を
通
じ
て
、「
物
言

わ
ぬ
小
さ
な
市
民
」
の
た
め
に
そ
の
機
会
を
設
け
、

市
民
と
し
て
の
意
識
を
育
て
始
め
た
と
い
え
る
。

委員会名 発言題目 要　　　　旨 

みんなの遊び場委員会 
 
 
緑の学校委員会 
 
 
エコバッグ推進委員会 
 
 
たかんこう委員会 
（高尾＋観光） 
 
Greenever City委員会 
（グリーンエバー） 
 
子どものしあわせ委員会 
 

八王子交通委員会 

みんなの遊び場について 
 
 
地球温暖化の防止策として、学校に
緑のカーテンや屋上庭園をつくろう 
 
エコバッグを推進しよう 
 
 
高尾山を活かして八王子をPR 
 
 
Greenever Cityをめざして 
 
「子どものしあわせ課」をつくろう 
 
 
自転車専用道路の設置について 

身近にある中学校や市民センターを使って、ボール遊びができたり、
放課後に遊べる場所をつくろう 
 
地球温暖化防止に向けて、身近な学校からはじめるため、緑のカー
テンや屋上庭園をつくろう 
 
エコバッグ推進運動の提案　①エコバッグと共に商店街で使えるエ
コバッグポイントカードを配布する　②エコバッグのPR 
 
多くの人が訪れる八王子で1番の観光名所「高尾山」を活かして、
八王子の素敵なところをPRしよう 
 
八王子駅周辺の緑化を進めるための駅前芝生化プロジェクトの提案 
 
子どもの目線で、いじめをはじめ子どもの悩みを解決するために「子
どものしあわせ課」をつくる 
 
のびのびと自転車で走れるまちづくりに向けた提案 

こども議会　各委員会発言内容

子ども議会 



10

ニ
セ
コ
町
は
札
幌
市
か
ら
南
に
約
二
時
間
。
北
海

道
の
南
西
部
に
位
置
す
る
人
口
約
四
六
〇
〇
人
の
農

業
と
観
光
を
主
産
業
と
す
る
小
さ
な
町
で
あ
る
。
最

近
で
は
、
良
質
な
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
を
求
め
る
外
国

人
観
光
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
、
こ
れ
が
元
で
地
価
が

激
し
く
上
昇
し
て
い
る
地
域
と
し
て
全
国
ニ
ュ
ー
ス

に
も
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
参
加
す
る
権
利
を
条
例
で
保
障

本
町
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
、
平
成
一
三
年
四
月

か
ら
ニ
セ
コ
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
（
以
下
「
基

本
条
例
」）
を
施
行
し
て
い
る
。
こ
の
条
例
は
自
治

基
本
条
例
と
呼
ば
れ
、
自
治
体
の
憲
法
と
し
て
全
国

各
地
で
今
も
そ
の
策
定
作
業
が
続
い
て
い
る
。

基
本
条
例
の
主
旨
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

「
住
民
自
治
」
の
実
現
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
基
本

条
例
で
は
「
情
報
共
有
」
や
「
住
民
参
加
」
を
町
民

の
権
利
と
し
て
明
文
化
し
、
制
度
化
し
て
い
る
。

基
本
条
例
の
第
十
一
条
は
「
満
二
十
歳
未
満
の
青

少
年
及
び
子
ど
も
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
ふ
さ
わ

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
権
利
を
有
す
る
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
条
文
は
、「
大
人
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
も
、
そ
の
成
果
や
失
敗
を
担
う
の
は
将
来

の
子
ど
も
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
年
齢
相
応
の
参
加
が

あ
っ
て
然
る
べ
き
」
と
の
考
え
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

だ
。こ

の
条
文
を
事
業
化
し
た
も
の
が
「
ニ
セ
コ
町
こ

ど
も
議
会
（
以
下
「
こ
ど
も
議
会
」）
と
小
・
中
学

生
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
活
動
で
あ
る
。

こ
ど
も
議
会
は
「
ご
っ
ご
」
で
は
な
い

こ
ど
も
議
会
は
、
平
成
一
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
。

毎
年
、
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
期
間
中
に
開
会
さ
れ

る
。議

員
と
な
る
の
は
、
小
学
五
年
生
か
ら
中
学
二
年

生
ま
で
の
公
募
で
、
学
校
か
ら
推
薦
を
受
け
た
児

童
・
生
徒
（
定
員
一
〇
人
）
で
あ
る
。

会
場
、
説

明
員
、
進
行
方
法
な
ど
も
す
べ
て
、
町
議
会
と
同
様

に
進
め
ら
れ
る
。
会
議
は
一
般
質
問
の
や
り
と
り
形

式
を
と
っ
て
い
る
。
自
ら
事
前
準
備
や
調
査
活
動
を

し
た
上
で
、
鋭
い
質
問
を
す
る
議
員
も
多
い
。

子
ど
も
議
会
は
「
ご
っ
こ
」
と
し
て
は
運
営
し
な

い
。
議
員
と
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
真
剣
に
ま
ち
の

課
題
を
考
え
、
質
問
す
る
。
一
方
、
町
も
彼
ら
に
も

伝
わ
る
よ
う
に
、
わ
か
り
や
す
く
回
答
を
準
備
し
た

り
、
各
質
問
の
実
現
可
能
性
を
探
っ
た
り
と
い
う
努

力
を
重
ね
る
。
正
に
真
剣
勝
負
の
場
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
実
践
組
織

本
町
に
お
け
る
子
ど
も
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加

は
、
こ
ど
も
議
会
の
活
動
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
子
ど

も
議
会
と
並
行
し
て
、
平
成
一
三
年
度
か
ら
始
め
て

い
る
も
う
一
つ
の
取
り
組
み
が
「
小
中
学
生
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
（
以
下
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」）
で

あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
小
学
四
年
生
か
ら

中
学
三
年
生
ま
で
が
対
象
で
あ
る
。
委
員
数
は
全
一

六
人
で
、
公
募
を
基
本
と
し
て
、
各
学
校
か
ら
推
薦

さ
れ
た
児
童
・
生
徒
が
委
員
と
し
て
一
年
間
の
任
期

を
務
め
る
。

子
ど
も
議
会
が
、
町
政
に
対
し
質
問
や
意
見
、
提

案
を
す
る
場
で
あ
る
な
ら
ば
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

は
、
子
ど
も
た
ち
で
編
成
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
の

実
践
組
織
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
く
つ
か
そ
の
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
。

地
産
地
消
や
、
ご
み
の
不
法
投
棄
に

取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

平
成
一
七
年
度
に
は
、
�
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
観
光

協
会
の
協
力
の
も
と
、
ニ
セ
コ
駅
コ
ン
コ
ー
ス
の
ペ

ン
キ
塗
り
と
観
光
客
の
歓
迎
看
板
づ
く
り
を
行
っ

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
議
会
の
議
員
か
ら

「
町
の
顔
で
あ
る
駅
が
落
書
き
で
汚
い
の
は
よ
く
な

い
」
と
い
う
指
摘
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

っ
て
実
施
さ
れ
た
。
正
に
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
な

発
案
が
実
現
し
た
事
例
で
あ
る
。

一
八
年
度
は
「
ふ
る
さ
と
眺
望
点
を
探
そ
う
」
を

北
海
道
ニ
セ
コ
町
企
画
課

こ
ど
も
議
会
と
小
・
中
学
生

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
取
り
組
み
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テ
ー
マ
に
、
ふ
る
さ
と
ニ
セ
コ
の
景
勝
ポ
イ
ン
ト
を

子
ど
も
た
ち
が
探
し
出
し
、
景
観
条
例
に
よ
っ
て
町

が
認
定
す
る
と
い
う
取
り
組
み
だ
。
子
ど
も
た
ち
の

景
観
に
対
す
る
意
識
は
高
く
、
こ
ど
も
議
会
で
も

「
景
観
」
は
つ
ね
に
質
問
に
上
る
話
題
で
あ
る
。
町

で
は
今
、
外
国
資
本
に
よ
る
開
発
計
画
が
多
数
持
ち

上
が
り
、
乱
開
発
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た

ち
の
活
動
で
指
定
に
至
っ
た
「
ふ
る
さ
と
眺
望
点
」

は
今
、
開
発
事
業
者
に
対
し
て
秩
序
あ
る
開
発
を
促

す
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

一
九
年
度
は
、
地
産
地
消
を
テ
ー
マ
に
、
自
分
た

ち
が
食
べ
る
学
校
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
を
自
分
た
ち
で

考
え
た
。
も
ち
ろ
ん
食
材
は
地
元
産
を
活
用
。
メ
ニ

ュ
ー
の
ア
イ
デ
ア
が
泉
の
よ
う
に
湧
き
、
半
日
で
二

〇
枚
ほ
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
書
き
上
げ
た
小
学
生
も
い

た
。こ

の
取
り
組
み
で
考
え
た
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ま
ず
子

ど
も
た
ち
で
試
作

し
、
給
食
セ
ン
タ

ー
を
通
じ
て
今
も

実
際
に
町
内
の

小
・
中
・
高
等
学

校
に
提
供
さ
れ
て

い
る
。

二
〇
年
度
は
、

ご
み
の
不
法
投
棄

を
テ
ー
マ
に
活
動

し
た
。
ご
み
問
題

も
こ
ど
も
議
会
で

は
頻
繁
に
質
問
さ

れ
る
話
題
だ
。
取
り
組
み
は
ま
ず
、
秀
峰
ニ
セ
コ
ア

ン
ヌ
プ
リ
の
千
メ
ー
ト
ル
地
点
か
ら
美
し
い
町
並
み

を
望
み
、
そ
の
後
不
法
投
棄
の
現
場
で
ご
み
拾
い
を

行
っ
た
。
後
日
、
大
量
の
ご
み
に
触
れ
た
思
い
を
込

め
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
看
板
を
作
成
し
、
不
法
投
棄
現

場
に
設
置
し
た
。
ま
た
、
美
し
い
町
を
守
る
と
い
う

思
い
を
新
聞
に
し
て
、
町
内
全
戸
に
配
布
す
る
と
い

う
活
動
も
行
っ
た
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン(

任
務)

方
式
で

子
ど
も
た
ち
の
主
体
性
を
醸
成

子
ど
も
議
会
や
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
実
施
す
る

意
味
は
基
本
条
例
に
由
来
す
る
。
す
な
わ
ち
、
主
権

者
た
る
子
ど
も
た
ち
が
「
自
ら
考
え
行
動
す
る
こ
と

（
自
治
）」
を
主
眼
に
し
て
い
る
。

子
ど
も
議
会
で
は
、
町
へ
の
提
案
も
要
望
も
、
事

務
局
の
支
援
は
あ
る
も
の
の
、
も
ち
ろ
ん
子
ど
も
た

ち
自
身
が
考
え
る
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
の
実
践
と
な
る

と
、
実
施
内
容
の
立
案
や
準
備
ま
で
、
す
べ
て
を
子

ど
も
た
ち
自
身
で
行
う
に
は
難
し
い
面
も
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
い
か
に
主
体
性
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
維
持
し
た
活
動
を
続
け
ら
れ
る
か
が
課
題
と
な

る
。そ

こ
で
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
行
う
場
合
は

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
任
務
）
方
式
」
を
取
っ
て
い
る
。

文
字
で
表
現
す
る
と
堅
苦
し
い
が
、
町
長
が
子
ど
も

た
ち
に
直
接
お
願
い
を
す
る
（
任
務
を
与
え
る
）
と

い
う
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
平
成
二
〇
年
度
の
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
の
活
動
な
ら
ば
、「
ニ
セ
コ
町
は
美
し

い
町
な
の
に
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
が
多
い
。
ポ
イ
捨
て

が
少
な
く
な
る
よ
う
君
た
ち
の
知
恵
と
力
を
貸
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
具
合
だ
。
町
民
の
代
表
で
あ
る
町

長
か
ら
の
お
願
い
は
、
私
た
ち
町
民
全
員
か
ら
の
お

願
い
を
意
味
す
る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
与
え
ら
れ
た
子

ど
も
た
ち
は
、
や
り
が
い
を
感
じ
、
生
き
生
き
と
活

動
し
始
め
る
こ
と
と
な
る
。

参
加
機
会
の
拡
充
に
努
め
る

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
住
民
自
治
で
あ
る
。
本
町

の
子
ど
も
た
ち
は
、
子
ど
も
議
会
や
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
を
通
じ
、
実
践
の
中
で
住
民
自
治
と
は
何
か
、

町
の
主
役
は
誰
な
の
か
を
学
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

子
ど
も
た
ち
が
自
治
を
学
ぶ
機
会
や
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
す
る
機
会
が
、
固
定
化
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。

基
本
条
例
第
十
一
条
に
記
さ
れ
た
「
子
ど
も
の
参
加

の
権
利
」
は
、
不
断
の
見
直
し
や
新
た
な
取
り
組
み

が
つ
ね
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

自作メニューで給食提供（まちづくり委員会）

ポイ捨て現場のごみ拾い（まちづくり委員会）

子ども議会 
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生
徒
議
会
の
動
機

平
成
の
合
併
前
の
昭
和
五
九
年
、
高
田
郡
吉
田
町

に
お
い
て
小
学
校
六
年
生
を
対
象
に
第
一
回
の
「
こ

ど
も
議
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
時
、
広
島
県
明

る
い
選
挙
推
進
協
議
会
実
践
委
員
会
の
研
究
会
で
、

啓
発
活
動
の
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
議
論

の
中
で
、
特
に
若
年
層
の
投
票
率
が
三
八
･
九
四
％

と
低
下
し
て
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

吉
田
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
に
お
い
て
も
同

様
に
苦
慮
す
る
中
で
、
義
務
教
育
の
段
階
か
ら
「
選

挙
と
は
な
に
か
」
と
い
う
学
習
が
必
要
で
は
な
い
の

か
、
と
い
う
発
言
が
出
ま
し
た
。
こ
の
発
言
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
以
前
に
他
県
の
明
推
協
を
訪
問
し
た

際
に
、
有
線
放
送
で
選
挙
投
票
の
呼
び
か
け
を
小
学

生
が
行
っ
た
と
こ
ろ
、
投
票
率
が
高
く
な
っ
た
と
い

う
お
話
を
聞
き
、
感
動
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
ま

ず
「
こ
ど
も
議
会
」
か
ら
手
が
け
て
み
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
未
経
験
の
こ
と
で
試
行
錯
誤
を
重
ね
ま

し
た
が
、
県
の
実
践
委
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、

準
備
に
取
り
組
み
、
吉
田
町
内
四
地
区
小
学
校
で
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
一
六
年
三
月
、
高
田
郡
六
町
が
合
併
し
て
誕

生
し
た
安
芸
高
田
市
に
お
い
て
、
中
学
校
二
年
生
を

対
象
と
し
て
「
生
徒
議
会
」
と
改
称
し
、
今
年
度
は

平
成
二
一
年
二
月
五
日
、
新
市
役
所
議
場
に
お
い
て

第
四
回
を
実
施
す
べ
く
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

ね
ら
い

次
世
代
を
担
っ
て
立
つ
生
徒
た
ち
に
、
議
会
運
営

に
取
り
組
む
体
験
を
通
し
て
「
議
会
」
や
「
行
政
」

の
仕
組
み
、
そ
し
て
政
治
と
の
関
わ
り
を
学
び
、
市

民
の
夢
や
希
望
の
実
現
に
導
く
た
め
の
「
選
挙
」
へ

の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
や
が
て
有
権
者
と
な
り
選

挙
に
対
す
る
責
務
に
務
め
る
人
を
目
指
し
ま
す
。

実
践
に
取
り
組
む
手
順

①
教
育
委
員
会
、
行
政
関
係
部
局
、
選
挙
管
理
委
員

会
、
議
会
事
務
局
、
実
施
中
学
校
、
明
推
協
と
の

連
絡
、
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
る
。

②
実
施
中
学
校
で
は
、
総
合
的
学
習
の
担
当
教
師
を

中
心
に
「
生
徒
議
会
」
に
対
す
る
学
習
内
容
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
る
。

③
実
施
す
る
日
程
は
、
学
校
行
事
と
の
関
連
を
考
慮

し
て
決
め
る
。
場
所
は
、
本
番
の
雰
囲
気
の
中
で

充
実
感
を
体
感
す
る
た
め
市
役
所
、
あ
る
い
は
旧

町
の
議
場
で
あ
っ
た
支
所
の「
議
場
」で
実
施
す
る
。

④
実
施
中
学
校
で
は
、
総
合
的
学
習
の
時
間
に
、
生

徒
数
に
応
じ
て
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
別

れ
て
、
行
政
へ
の
質
問
事
項
に
つ
い
て
討
論
を
交

わ
し
、
代
表
者
が
議
員
と
な
っ
て
質
問
に
立
つ
。

事
前
に
「
生
徒
議
員
」
の
全
体
協
議
を
持
っ
て
、

質
問
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
な
ど
の
、
調
整
を
行

う
。

ま
た
、
議
会
事
務
局
か
ら
質
問
の
や
り
方
な
ど
を

教
え
て
も
ら
う
。

⑤
生
徒
議
会
の
役
職
（
議
長
、
副
議
長
、
書
記
、
事

務
局
）
を
決
め
、
議
員
名
簿
、
役
職
名
簿
お
よ
び
質

問
事
項
を
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
提
出
す
る
。

⑥
提
出
さ
れ
た
「
質
問
事
項
」
に
対
し
て
応
答
に
立

つ
市
長
、
教
育
長
、
部
課
長
等
の
打
合
せ
を
行
う
。

⑦
議
場
の
議
席
順
は
、
議
員
名
簿
の
番
号
で
設
定
す

る
。

⑧
生
徒
議
員
の

質
問
に
対
し
て

の
応
答
は
分
か

り
や
す
く
、
再

質
問
に
も
理
解

が
得
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
。

⑨
「
生
徒
議
会
」

の
議
事
録
は
、

市
議
会
事
務
局

の
協
力
を
得
て
、

生
徒
議
会
事
務

広
島
県
安
芸
高
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長
　

岡
島

實

明
推
協
が
取
り
組
む

「
生
徒
議
会
」
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おかじま みのる

昭和４（1929）年生まれ。現在広
島県明るい選挙推進協議会副会長
を兼ねる。昭和48年に合併前の吉
田町明るく正しい選挙推進協議会
委員となり、高田郡明るい選挙推
進協議会会長、広島県明るい選挙
推進協議会実践委員を歴任し、現
在まで36年余りの長きにわたり投
票率の向上、明るい選挙の実現の
ために努める。平成17年藍綬褒章
（選挙関係事務功労）を受章。

局
が
録
音
し
、
テ
ー
プ
を
お
こ
し
、
編
集
す
る
。

生
徒
議
会
の
開
会
は
、
生
徒
議
員
ほ
か
二
学
年
全

員
が
議
場
に
入
り
、
明
推
協
会
長
挨
拶
、
市
長
、
議

会
議
長
の
祝
辞
で
開
始
し
、
教
育
長
の
感
想
を
込
め

て
の
挨
拶
を
も
っ
て
終
了
と
す
る
。

お
わ
り
に

当
市
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
も
「
選
挙
ポ
ス
タ

ー
」
の
募
集
を
行
っ
た
り
、
広
島
県
明
推
協
が
取
り

組
ん
で
い
る
「
模
擬
投
票
」
を
、
市
内
の
中
学
校
二

校
に
お
い
て
実
施
し
て
き
て
お
り
、
広
島
ホ
ー
ム
テ

レ
ビ
局
が
取
材
し
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。「
出
前
講

座
」
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
、
中
学
校
二
校
で
実

施
す
べ
く
働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。
総
合
的
学
習

の
中
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
関
係
で
、
各
部
署
の
ご

理
解
ご
協
力
も
前
向
き
か
つ
積
極
的
で
あ
り
、
大
い

に
啓
発
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

当
明
推
協
の
推
進
委
員
も
、
側
面
的
に
啓
発
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
目
を
担
う
べ
く
、
取
り
組
み
を

続
け
て
い
ま
す
。

滋
賀
県
野
洲
市
教
育
委
員
会
青
少
年
育
成
課

青
少
年
団
体
主
催
の
議
会
体
験
教
室

―
野
洲
市
「
Ｙ
Ｙ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
取
り
組
み
―

青
少
年
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団
体

「
Ｙ
Ｙ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

野
洲
市
の
「
Ｙ
Ｙ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
市
内
の

中
高
生
有
志
に
よ
る
青
少
年
団
体
で
あ
る
。
こ
の
団

体
は
、
平
成
一
七
年
度
ま
で
教
育
委
員
会
の
事
業
で

あ
っ
た
小
学
生
対
象
の
社
会
教
育
活
動
で
、
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
中
高
生
が
中
心
と
な
っ
て

発
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
市
町
村
合
併
な

ど
に
伴
う
事
業
見
直
し
を
受
け
て
、
団
体
の
活
動
自

〈
昨
年
度
の
質
問
事
項
〉

１
　
通
学
路
の
整
備
　
　

２
　
街
灯
の
整
備
　
　
　

３
　
不
審
電
話
の
問
題
　

４
　
詐
欺
防
止
対
策
　
　

５
　
市
の
財
政
状
況

６
　
過
疎
対
策

７
　
若
者
の
定
住
対
策

８
　
高
齢
者
対
策

９
　
環
境
問
題

10

寄
宿
舎
廃
止
問
題

生徒議員の所信表明

4月からは、私たち2年生が後輩たちをリードする3年生に
なります。昨年の12月に結成した執行部は、これまでの築か
れた伝統や校風を、より素晴らしい姿にするために「限りな
き前進」をスローガンとして、「あいさつ」の励行、授業に集
中して、良いところを伸ばし、改めるところは勇気をもって
改めていきたいと思います。
また生徒会の舵取り役としての自覚をもって、1年間の任期
をがんばっていこうと考えています。そのためには全校生徒
の協力が必要です。生徒が一丸となって、よりよい素晴らし
い中学校を築きたいと考えています。
今日の「生徒議会」という貴重な体験と市長、教育長のお

話をしっかりと受け止めて、今後の学校生活に、これからの
人生に生かし、日々をがんばります。
平成20年2月8日

中学校生徒議会

最
後
に
、
こ
の
「
生
徒
議
会
」
が
、
行
政
、
学
校
、

教
育
委
員
会
、
議
会
事
務
局
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
の
積
極
的
な
ご
協
力
あ
っ
て
実
施
さ
れ
た
こ
と

に
、
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

子ども議会 
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体
が
下
火
と
な
っ

て
い
た
が
、
当
時

小
学
生
と
し
て
行

事
に
参
加
し
て
い

た
高
校
生
有
志
が

自
主
活
動
を
前
提

と
す
る
再
開
を
希

望
し
た
た
め
、
市

事
業
と
は
完
全
に

分
離
し
た
形
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

し
て
再
興
さ
れ
た
。

こ
の
団
体
の
主
な
活
動
は
、
年
度
当
初
に
市
内
小

学
校
の
四
〜
六
年
生
を
対
象
に
会
員
を
募
り
、
通
常

は
会
員
小
学
生
を
対
象
と
し
た
年
間
行
事
の
企
画
・

準
備
・
実
施
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
の
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
催
し
物
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
協
力
し
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
し
て
運
営

費
を
自
ら
捻
出
す
る
な
ど
、
独
自
で
工
夫
し
た
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

議
会
体
験
教
室
は
、
Ｙ
Ｙ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主
催

す
る
会
員
小
学
生
対
象
の
年
間
行
事
の
一
部
と
し

て
、
平
成
二
〇
年
七
月
二
四
日
に
実
施
さ
れ
た
。
こ

の
議
会
体
験
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
行
事
の
企
画
・

立
案
は
高
校
生
リ
ー
ダ
ー
が
行
っ
て
お
り
、
市
教
育

委
員
会
は
行
事
当
日
の
進
行
サ
ポ
ー
ト
・
不
測
事
態

の
対
処
以
外
は
直
接
関
わ
っ
て
は
い
な
い
。
当
企
画

も
高
校
生
リ
ー
ダ
ー
が
発
案
し
た
も
の
で
あ
り
、
当

時
人
気
タ
レ
ン
ト
が
総
理
大
臣
役
と
し
て
出
演
し
て

い
た
T
V
ド
ラ
マ
に
触
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
大
き
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
市
長
」
か
ら
「
議
員
」
ま
で
を
小
学
生
参

加
者
が
担
当

会
場
に
は
、
市
町
村
合
併
に
伴
い
現
在
は
使
用
さ

れ
て
い
な
い
旧
議
場
を
使
用
し
た
。
当
日
の
進
行
は
、

午
前
中
に
は
「
市
長
」
の
選
挙
を
行
っ
た
の
ち
、
別

の
会
議
室
で
「
委
員
会
」
を
開
き
、
そ
の
結
果
を
受

け
て
午
後
か
ら
議
場
で
「
本
会
議
」
を
行
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
市
長
役
・
事
務
当
局
役
・
議
員
役
は
、

す
べ
て
小
学
生
参
加
者
や
中
高
生
ス
タ
ッ
フ
が
担
っ

て
お
り
、
例
え
ば
市
長
役
を
実
際
の
市
長
が
担
う
と

い
う
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
は
と
っ
て
い
な
い
。

議
題
に
つ
い
て
も
、
市
内
の
大
型
店
舗
出
店
の
是

非
や
Ｊ
Ｒ
新
駅
の
設
置
な
ど
、
小
学
生
「
議
員
」
に

も
分
か
り
や
す
く
、
か
つ
市
内
で
も
タ
イ
ム
リ
ー
な

問
題
を
高
校
生
リ
ー
ダ
ー
が
準
備
し
た
。

「
議
員
」
は
あ
ら
か
じ
め
三
つ
の
「
政
党
」
に
振
り

分
け
ら
れ
、「
市
長
」
選
挙
後
の
「
政
党
」
別
会
議

で
議
題
に
対
す
る

政
党
の
「
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
」
が
決
定

さ
れ
た
。
そ
の
後
、

午
前
の
議
題
別
委

員
会
に
お
い
て
予

備
討
議
が
な
さ

れ
、
午
後
の
本
会

議
に
お
け
る
全
体

討
議
で
議
題
が
否

可
決
さ
れ
た
。

参
加
し
た
小
学
生
た
ち
は
、
当
初
議
会
の
複
雑
な

進
行
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、「
税
金
の
無
駄
使
い
に

つ
な
が
る
」「
街
が
に
ぎ
や
か
に
な
る
」
な
ど
と
活

発
に
議
論
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
進
行
に
は
、
実
際
の
市
議
会
議

員
の
方
三
名
に
サ
ポ
ー
ト
に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
特
に
小
学
生
に
対
し
て
は
、
議
会
の
複
雑
な
シ

ス
テ
ム
や
進
行
手
順
を
短
時
間
に
理
解
さ
せ
、「
委

員
会
」「
本
会
議
」
で
自
分
の
意
見
を
主
張
と
し
て

発
表
さ
せ
る
工
夫
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
市
議
会

議
員
三
名
の
方
へ
の
講
師
依
頼
も
高
校
生
リ
ー
ダ
ー

が
行
っ
た
。

高
校
生
リ
ー
ダ
ー
は
、「
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

小
学
生
も
政
治
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
」

と
話
し
て
い
た
。

課
題
と
成
果

こ
の
議
会
体
験
教
室
は
、
企
画
か
ら
運
営
ま
で
を

中
高
生
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
実
施
し
た
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
小
学
生
参
加
者
に
と
っ
て

は
、
中
高
生
ス
タ
ッ
フ
が
企
画
し
た
他
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
と
同
じ
雰
囲
気
の
中
で
議
会
や
政
治
へ
の

関
心
を
高
め
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。
問
題
点
と
し
て

は
、
中
高
生
ス
タ
ッ
フ
主
導
の
進
行
で
、
市
と
し
て

企
画
の
細
部
ま
で
関
与
し
て
い
な
い
た
め
、
議
会
の

シ
ス
テ
ム
や
進
行
に
実
際
と
は
異
な
る
点
が
あ
っ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
小
学
生
参
加
者
に
実
際
の
制

度
を
正
確
に
理
解
さ
せ
る
上
で
は
課
題
と
し
て
残
る

が
、
議
会
体
験
の
一
つ
の
手
法
と
し
て
は
評
価
で
き

る
と
思
わ
れ
る
。
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徒
日
（
オ
ー
ル
・
セ
イ
ン
ツ
・
デ
イ
）
が
十
一
月
一

日
で
あ
り
、
そ
の
日
が
第
一
火
曜
日
の
場
合
は
投
票

日
と
重
な
る
こ
と
、
ま
た
商
人
が
前
月
の
帳
簿
を
つ

け
る
の
が
一
日
で
あ
っ
た
た
め
、
前
月
の
業
績
の
善

し
悪
し
が
投
票
に
影
響
す
る
こ
と
を
避
け
る
配
慮
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
選
挙
で
は
、
遅
刻
早
退

や
勤
務
時
間
中
の
時
間
単
位
で
の
休
暇
が
、
多
く
の

州
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
韓
国
〉
大
統
領
選
挙
の
投
票
は
水
曜
日
に
行
わ
れ
、

投
票
日
は
休
日
と
な
り
ま
す
。

〈
イ
ギ
リ
ス
〉
伝
統
的
に
木
曜
日
が
投
票
日
で
す
。

国
政
選
挙
は
五
月
の
第
一
木
曜
日
に
、
地
方
選
挙
も

木
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
有
権
者
は
、
時
間
単

位
で
の
休
暇
等
を
利
用
し
て
、
通
勤
途
中
や
帰
宅
時

に
投
票
所
に
よ
っ
て
投
票
、
即
日
開
票
で
翌
日
の
未

明
に
は
大
勢
が
判
明
し
ま
す
。
そ
の
た
め
投
票
時
間

は
、
朝
の
七
時
か
ら
夜
の
一
〇
時
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

〈
ド
イ
ツ
〉
国
政
選
挙
の
投
票
日
は
、
日
曜
日
ま
た

は
法
定
の
祝
日
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
回
は
、

日
本
の
総
選
挙
の
一
週
間
後
の
二
〇
〇
五
年
九
月
一

八
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
フ
ラ
ン
ス
〉
日
曜
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
二
〇
〇
七

年
に
行
わ
れ
た
大
統
領
選
挙
で
は
、
四
月
二
二
日

（
日
）
に
第
一
回
投
票
が
行
わ
れ
、
第
二
回
の
決
選

投
票
は
二
週
間
後
の
五
月
六
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

〈
日
本
〉
昭
和
四
四
年
以
前
の
国
政
選
挙
で
は
、
平

日
で
も
投
票
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
（
た
だ
し
、
参

議
院
は
昭
和
三
一
年
以
降
、
日
曜
日
）。
し
か
し
、

同
年
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
日
が
土
曜
日
だ

っ
た
の
を
最
後
に
平
日
投
票
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

こ
れ
以
降
の
国
政
選
挙
は
投
票
日
を
日
曜
日
と
す
る

こ
と
が
慣
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
地
方
選
挙
で
は
、
投
開
票
の
事
務
従
事
者

の
休
日
勤
務
手
当
や
時
間
外
勤
務
手
当
な
ど
の
経
費

削
減
を
目
的
に
、
平
日
投
票
を
実
施
す
る
自
治
体
が

見
ら
れ
ま
す（
最
近
で
は
平
成
二
〇
年
三
月
二
四
日

（
月
）
に
行
わ
れ
た
秋
田
県
小
坂
町
議
会
議
員
選
挙
）。

し
か
し
、
平
日

投
票
を
実
施
し

た
地
方
選
挙
の

投
票
率
が
日
曜

日
に
実
施
し
た

選
挙
よ
り
も
全

般
に
低
い
こ
と

か
ら
、
平
日
投

票
に
対
し
て
は

否
定
的
な
見
方

が
多
い
よ
う
で

す
。

世
界
の
投
票
日

世
界
の
投
票
日

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
は
、
予
備
選
挙
を
含
め
火

曜
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
曜
日
の
投
票
が

当
た
り
前
の
わ
れ
わ
れ
か
ら
す
る
と
、「
ど
う
し
て

平
日
に
」
と
思
う
の
で
す
が
、
世
界
で
は
国
政
選
挙

の
投
票
日
を
平
日
と
決
め
て
い
る
国
は
意
外
に
多

く
、
カ
ナ
ダ
は
月
曜
日
、
韓
国
は
水
曜
日
、
イ
ギ
リ

ス
は
木
曜
日
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す（
表
参
照
）。

今
回
は
世
界
の
投
票
日
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

〈
ア
メ
リ
カ
〉
ア
メ
リ
カ
大
統
領
本
選
挙
の
投
票
日

は
、
連
邦
法
で
、「
十
一
月
の
第
一
月
曜
日
の
翌
日

の
火
曜
日
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
規
定
が

設
け
ら
れ
た
の
は
一
八
四
五
年
、
第
十
一
代
ポ
ー
ク

大
統
領
の
と
き
で
し
た
。
当
時
の
移
動
手
段
は
馬
車

が
中
心
で
、
多
く
の
有
権
者
に
と
っ
て
投
票
所
へ
の

移
動
は
一
日
が
か
り
。
日
曜
日
は
キ
リ
ス
ト
教
信
者

に
と
っ
て
安
息
日
で
教
会
の
礼
拝
も
あ
る
た
め
、
月

曜
日
を
移
動
日
と
し
、
火
曜
日
を
投
票
日
と
決
め
た

の
で
し
た
。
ま
た
時
期
が
十
一
月
初
旬
と
な
っ
た
の

は
、
作
物
の
収
穫
を
終
え
て
農
作
業
が
一
段
落
し
、

冬
を
迎
え
る
前
の
比
較
的
穏
や
か
な
気
候
の
時
期
を

選
ん
だ
か
ら
で
し
た
。

「
第
一
月
曜
日
の
翌
日
の
火
曜
日
」
と
は
、
第
一
火

曜
日
と
は
微
妙
に
異
な
り
ま
す
。
な
ぜ
こ
ん
な
回
り

く
ど
い
言
い
ま
わ
し
な
の
で
し
ょ
う
か
。
一
つ
に
は
、

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
重
要
な
祝
日
、
諸
聖

主要国の投票日 
 国　名 投票の曜日 
イタリア 日曜日、月曜日の2日間 
カナダ 月曜日 
ノルウェー 月曜日 
アメリカ 火曜日（11月の第１月曜日の次の） 
デンマーク 火曜日 
韓国 水曜日（任期満了日前50日以後の最初の） 
イギリス 木曜日 
オーストラリア 土曜日 
ドイツ 日曜日または法定の祝日 
フランス 日曜日 
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フ
ラ
ン
ス
に
は
、
同
じ
地
域
に
あ
る

リ
セ（
高
等
学
校
）、
コ
レ
ー
ジ
ュ（
中

学
校
）、
複
数
の
小
学
校
、
ア
ソ
シ
ア

シ
オ
ン
（
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

社
会
教
育
の
組
織
）
が
連
携
し
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
発
す
る
「
健
康
と
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
た
め
の
協
議

会
」
が
あ
り
、
学
校
は
「
学
校
計
画
」

に
関
連
づ
け
て
、
こ
の
協
議
会
か
ら
提

供
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
協
議
会
の
運
営
方
法
、

提
供
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
、
抱

え
る
課
題
を
、
ナ
ン
シ
ー
市
と
セ
レ
ス

タ
市
に
あ
る
二
つ
の
協
議
会
か
ら
見
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

協
議
会
の
運
営
方
法

こ
の
協
議
会
は
一
九
九
〇
年
に
発
足

し
た
「
社
会
環
境
協
議
会
」
が
発
展
し

た
も
の
で
、
一
九
九
八
年
の
国
民
教
育

省
の
通
達
で
、
す
べ
て
の
コ
レ
ー
ジ
ュ

と
リ
セ
が
参
加
し
て
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
が
訪

問
調
査
し
た
ナ
ン
シ
ー
市
で
は
、
ジ
ャ

ッ
ク
・
カ
ロ
高
等
学
校
を
中
心
に
、
近

隣
に
あ
る
四
つ
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
と
八
つ

の
小
学
校
・
幼
稚
園
、
複
数
の
ア
ソ
シ

ア
シ
オ
ン
が
連
携
し
、
そ
こ
に
属
し
て

い
る
ス
タ
ッ
フ
の
有
志
に
よ
っ
て
こ
の

協
議
会
は
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
等

学
校
か
ら
有
志
と
し
て
委
員
会
に
出
席

し
て
い
る
の
は
、
校
長
、
校
長
補
佐
、

養
護
教
員
、
資
料
整
理
係
、
教
員
一
人
、

生
徒
の
保
護
者
二
人
で
す
。
連
携
す
る

学
校
の
選
択
は
、
学
校
区
や
行
政
区
に

縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
地
理
的
に
近
い

学
校
が
声
を
か
け
あ
い
ま
す
。

推
進
委
員
会
が
年
に
三
回
開
か
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
こ
の
協
議
会
に

関
わ
っ
て
い
る
約
五
〇
名
の
人
々
が
集

ま
り
、
今
後
の
活
動
方
針
、
現
在
の
課

題
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
等
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
す
。
推
進
委
員
会
の
下

部
組
織
と
し
て
、「
健
康
」「
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
」「
保
護
者
」
の
三
つ
の
委

員
会（
コ
ミ
テ
）
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

「
健
康
」
で
は
人
命
救
助
の
練
習
や
禁

煙
運
動
を
実
施
し
、「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ

ッ
プ
」
で
は
、
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
や

環
境
問
題
に
取
り
組
み
、
「
保
護
者
」

で
は
、
保
護
者
に
社
会
問
題
に
つ
い
て

啓
蒙
す
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

年
度
始
め
の
推
進
委
員
会
に
お
い

て
、
参
加
者
は
一
つ
も
し
く
は
複
数
の

コ
ミ
テ
を
選
び
、
そ
こ
に
所
属
し
て
活

動
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ミ
テ
は
月
に
一
度
、
協
議
会
に

参
加
す
る
学
校
を
会
場
と
し
て
会
議
を

持
ち
、
活
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、

学
校
に
紹
介
し
、
活
動
の
報
告
書
を
作

成
し
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
協
議
会
へ
の
関
わ
り

方
は
、
州
レ
ベ
ル
が
財
政
的
な
支
援
を

し
、
市
や
町
レ
ベ
ル
の
役
所
が
活
動
運

営
を
支
援
し
ま
す
。
例
え
ば
、
技
術
面

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
材
を
派
遣
し
た

り
、
市
役
所
の
会
議
室
を
無
料
で
提
供

し
た
り
、
ポ
ス
タ
ー
を
は
る
な
ど
の
雑

用
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
人
材
を
提
供

し
た
り
し
て
く
れ
ま
す
。

協
議
会
が
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

こ
の
協
議
会
が
提
供
す
る
活
動
に

は
、
協
議
会
に
属
す
る
学
校
が
一
斉
に

実
施
す
る
も
の
と
、
各
学
校
が
独
自
に
選

択
し
て
実
施
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ナ
ン
シ
ー
市
で
は
前
者
の
活
動
と
し

て
、「
タ
バ
コ
反
対
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
近
く
の
公
園
で
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
を
し
な
が
ら
タ
バ
コ
の
害

に
つ
い
て
考
え
る
も
の
で
す
。
コ
レ
ー

ジ
ュ
の
第
二
学
年
（
日
本
の
中
学
校
一

年
生
に
相
当
）
の
生
徒
が
準
備
を
し
、

「
壁
に
絵
を
描
く
ク
ラ
ブ
活
動
」
に
属
す

る
生
徒
た
ち
が
ス
プ
レ
ー
で
タ
バ
コ
反

対
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
描
き
ま
し
た
。

ナ
ン
シ
ー
市
の
よ
う
な
小
さ
な
ま
ち

で
は
、「
健
康
」
問
題
が
重
視
さ
れ
る

傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。

一
方
、
セ
レ
ス
タ
市
の
協
議
会
で
は
、

生
徒
の
薬
物
・
喫
煙
・
飲
酒
の
実
態
に

つ
い
て
把
握
す
る
た
め
に
、
コ
レ
ー
ジ

近隣学校との連携
「健康とシティズンシップ教育のための
協議会」

第5回 フランスのシティズンシップ教育

椙山女学園大学准教授 山田 真紀



17 304号●2009.1

ュ
と
リ
セ

の
全
生
徒

を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施

し
、
コ
レ

ー
ジ
ュ
一

年
目
に
あ

た
る
十
一

歳
か
ら
喫

煙
・
飲
酒

が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
薬
物
に
関
し

て
は
エ
ク
ス
タ
シ
ー
や
マ
リ
フ
ァ
ナ
な

ど
を
使
用
し
て
い
る
生
徒
が
い
る
こ
と

な
ど
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。こ

の
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、
協
議

会
は
「
物
語
の
時
間
」
と
い
う
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
学
校
に
導
入
し
ま
し
た
。
ま

ず
、
プ
ロ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
き
、
薬

物
依
存
者
の
経
験
談
を
聞
か
せ
る
こ
と

で
、
薬
物
使
用
・
薬
物
依
存
が
身
体
に

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
家

族
や
社
会
に
も
悪
い
影
響
を
与
え
る
こ

と
を
生
徒
た
ち
に
理
解
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
薬
物
使
用
が
日
常
生
活
を

破
綻
さ
せ
る
内
容
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
生

徒
に
作
ら
せ
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
演

劇
に
仕
立
て
て
発
表
し
、
コ
ン
ク
ー
ル

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
セ
レ
ス
タ
市
の
コ
レ
ー
ジ
ュ

で
は
、
独
自
に
「
差
別
撤
廃：

多
様
な

民
族
や
社
会
階
層
の
共
存
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

白
・
黒
・
赤
・
黄
の
三
角
形
の
布
地
を

縫
い
合
わ
せ
て
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト

を
作
る
も
の
で
、「
違
う
色
が
集
ま
る

と
よ
り
良
い
も
の
が
で
き
る
」
こ
と
を

生
徒
に
体
験
さ
せ
、
人
種
・
宗
教
・
性

の
違
う
も
の
た
ち
が
協
力
す
る
こ
と
で

よ
り
良
い
社
会
が
実
現
す
る
こ
と
を
理

解
さ
せ
る
も
の
で
す
。
こ
の
活
動
を
通

し
て
共
生
と
い
う
概
念
を
学
ぶ
だ
け
で

な
く
、
手
芸
の
技
能
も
高
め
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

協
議
会
が
抱
え
る
課
題

ナ
ン
シ
ー
市
で
協
議
会
の
委
員
長
を

務
め
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ロ
高
等
学
校
の

学
校
長
は
、
こ
の
協
議
会
の
抱
え
る
問

題
を
三
つ
指
摘
し
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
協
議
会
が
提
供
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
大
規
模
で
あ
る
た
め
、
そ
れ

を
す
べ
て
の
学
校
で
実
施
す
る
こ
と

は
、
実
施
時
間
の
確
保
と
い
う
点
か
ら

難
し
い
こ
と
。

二
つ
目
は
、
学
校
に
は
様
々
な
教
科

外
の
活
動
が
あ
り
、
ど
の
活
動
が
協
議

会
か
ら
提
供
さ
れ
た
活
動
で
あ
る
の
か

が
生
徒
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
で

す
。
先
日
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
の
と
き
か
ら

一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
健
康
教
育

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
生
徒
に
意
見

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
そ
の
よ
う
な
活

動
に
は
参
加
し
て
い
な
い
」
と
答
え
た

そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
タ
バ
コ
の
健
康

へ
の
害
に
つ
い
て
学
ん
で
も
、
そ
れ
が

協
議
会
の
提
供
す
る
反
タ
バ
コ
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
貫
で
あ
る
こ
と
を
生
徒

は
理
解
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
よ
う

で
す
。

三
つ
め
は
、
活
動
の
評
価
が
な
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
で
す
。
委
員
長
は
、
今

年
か
ら
活
動
報
告
書
の
作
成
を
義
務
づ

け
、
活
動
の
効
果
を
評
価
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
報
告
書
を
も
と
に
ク
ラ
ス
で

生
徒
に
議
論
さ
せ
る
こ
と
で
、
協
議
会

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
意
図
を
生
徒
に
確
実

に
伝
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
と
め

「
健
康
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の

た
め
の
協
議
会
」
の
取
り
組
み
で
重
要

な
の
は
、
以
下
の
二
つ
で
す
。

一
点
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は

子
ど
も
た
ち
の
抱
え
る
固
有
の
問
題
が

あ
り
、
そ
れ
に
効
果
的
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
個
々
の
学
校
の
取
り
組
み
で

は
不
十
分
で
、
各
学
校
や
社
会
教
育
の

組
織
が
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と（=

横
の
連
携
）、
そ
し
て
小
学
校
か
ら
高

等
学
校
ま
で
一
貫
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ

と（
＝
縦
の
連
携
）
で
す
。

二
点
目
は
、「
薬
物
・
喫
煙
・
飲
酒

の
予
防
」
「
差
別
撤
廃
・
多
様
な
民

族
・
宗
教
・
性
の
共
生
」
な
ど
の
難
し

い
課
題
を
、
子
ど
も
た
ち
が
体
験
を
通

し
て
理
解
し
、
実
践
的
な
力
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
手
作
り
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
準
備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

こ
の
協
議
会
を
通
し
て
、
フ
ラ
ン
ス

の
学
校
と
地
域
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

の
も
と
で
結
び
つ
き
、
子
ど
も
た
ち
の

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
支
え
て
い

る
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〈
参
考
文
献
〉

鈴
木
規
子
「
健
康
と
市
民
性

の
教
育
の
た
め
の
協
議
会
（C

E
S
C

）
の
活

動
」
武
藤
孝
典=

新
井
浅
浩
編
著
『
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
学
校
に
お
け
る
市
民
的
社
会
性
教
育

の
発
展
』（
東
信
堂
、
二
〇
〇
七
年
）
一
〇
四

〜
一
一
八
頁

クラブ活動の一環で描かれた壁画

生徒のつくった作品
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自
在
に
仕
事
が
で
き
る
言
葉
力
の
鍛
え
方

―
文
章
を
推
敲
、
添
削
す
る
―

に
二
秒
以
上
か
か
っ
た
り
、
重
い
印
象
が
残
っ
た
り

す
る
と
こ
ろ
は
、
曖
昧
、
長
す
ぎ
、
く
ど
い
、
ダ
ブ
り
、

形
容
過
剰
、
論
理
が
通
ら
な
い
、
推
定
で
判
断
し
て

い
る
、
後
ろ
向
き
過
ぎ
る
と
い
っ
た
欠
陥
を
持
つ
。

第
二
は
、
主
語
と
述
語
の
関
係
チ
ェ
ッ
ク
だ
。

文
章
は
主
語
（
名
詞
）
と
述
語
（
動
詞
）
で
成
り

立
つ
が
、
主
語
に
つ
く
助
詞
に
「
が
」
と
「
は
」
が

あ
る
。「
僕
が
」「
君
が
」「
私
は
」「
あ
な
た
は
」
と

い
う
と
き
の
「
が
」
と
「
は
」
で
あ
る
。

例
え
ば
「
お
じ
い
さ
ん
が
」
と
「
お
じ
い
さ
ん
は
」

は
ど
う
違
う
の
か
。
ま
だ
一
度
も
登
場
し
た
こ
と
の

な
い
お
じ
い
さ
ん
が
現
れ
る
と
き
に
は
「
が
」
で
お

じ
い
さ
ん
を
受
け
る
。「
昔
々
あ
る
と
こ
ろ
に
お
じ

い
さ
ん
が
住
ん
で
い
ま
し
た
」
の
よ
う
に
。
そ
し
て
、

「
お
じ
い
さ
ん
は
山
へ
芝
刈
り
に
…
…
」
と
続
く
。

一
度
登
場
し
、
す
で
に
承
知
し
て
い
る
お
じ
い
さ
ん

だ
か
ら
「
は
」
で
受
け
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
未
知
の
こ
と
や
疑
問
、
新
発
見
の
主
語

に
つ
い
て
語
り
出
す
場
合
な
ど
に
は
「
が
」、
す
で

に
わ
か
っ
て
い
る
、
既
知
の
主
語
に
は
「
は
」
を
つ

け
る
の
で
あ
る
。
童
謡
に
あ
る
「
春
が
来
た
、
春
が

来
た
」
の
「
が
」
は
、
い
つ
来
る
か
わ
か
ら
い
で
い

る
と
こ
ろ
へ
、
春
が
来
た
と
い
う
未
知
に
対
す
る
用

法
が
「
が
」
で
あ
る
。「
春
の
小
川
は
さ
ら
さ
ら
い

く
よ
」
の
「
は
」
は
、
す
で
に
春
が
来
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
。
小
川
の
流
れ
も
春
の
中
に
あ
る
こ
と

を
誰
も
が
承
知
し
て
い
る
と
い
う
既
知
の
「
は
」
で

あ
る
。

第
三
は
、
副
詞
、
形
容
詞
、
接
続
詞
を
削
る
。

夫
の
暴
力
か
ら
逃
げ
て
き
た
母
子
の
こ
と
と
教
え
ら

れ
て
、
が
く
ん
と
き
た
。
仕
事
の
上
で
ふ
つ
う
に
使

っ
て
い
る
と
い
う
が
、
自
分
た
ち
が
そ
ん
な
風
に
呼

ば
れ
て
い
る
こ
と
を
当
事
者
が
知
っ
た
ら
悲
し
み
、

か
つ
憤
り
を
覚
え
る
の
で
は
な
い
か
。「
避
難
母
子
」

「
保
護
親
子
」
な
ど
、
も
う
少
し
言
い
方
が
あ
ろ
う
。

推
敲
、
添
削
の
方
法

推
敲
、
添
削
は
第
三
者
に
し
て
も
ら
う
の
が
一
番

だ
が
、
毎
回
と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
。
ま
ず
自
分

自
身
で
推
敲
し
、
最
善
の
文
案
を
つ
く
っ
て
か
ら
お

願
い
に
行
く
の
が
礼
儀
だ
。

自
分
自
身
で
す
る
推
敲
、
添
削
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

第
一
に
、「
一
秒
の
原
則
」
の
実
践
、
で
あ
る
。

文
章
を
は
じ
め
か
ら
お
し
ま
い
ま
で
素
早
く
目
を

通
す
。
そ
し
て
意
味
が
通
る
か
ど
う
か
を
見
る
。
こ

の
作
業
を
筆
者
は
「
一
秒
の
原
則
」
と
呼
ん
で
実
践

し
て
い
る
。

一
行
な
い
し
一
つ
の
段
落
の
意
味
を
理
解
す
る
の

第
５
回

中
央
大
学
専
任
講
師
　

伊
藤

章
雄

他
人
の
目
で
見
る

岡
目
八
目
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
他
人
の
し
て
い

る
こ
と
を
ワ
キ
か
ら
覗
く
と
良
い
と
こ
ろ
も
悪
い
と

こ
ろ
も
よ
く
見
え
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
カ
ラ
オ
ケ

で
歌
を
人
に
聞
い
て
も
ら
う
と
、
本
人
が
思
っ
て
い

る
よ
り
発
声
や
節
回
し
が
悪
い
。
文
章
や
言
葉
遣
い

も
同
じ
で
、
本
人
の
自
覚
し
な
い
欠
点
や
修
正
箇
所

が
他
人
の
目
に
は
は
っ
き
り
映
る
。
文
章
に
自
信
の

な
い
人
で
も
、
他
人
の
文
の
欠
点
は
的
確
に
指
摘
で

き
、
修
正
の
方
向
ま
で
わ
か
る
。

そ
れ
は
、
わ
か
ら
な
い
箇
所
が
第
三
者
に
は
わ
か

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
書
い
て
も
ら
え
ば
わ
か
り
や

す
い
と
修
正
案
が
見
え
る
。
例
え
ば
次
の
文
。

「
逃
げ
母
子
は
今
月
に
入
っ
て
特
に
多
く
見
ら
れ

ま
す
」

児
童
相
談
行
政
の
月
例
報
告
に
実
際
に
あ
っ
た
文
で

あ
る
。
作
成
者
は
何
の
疑
問
も
な
く
読
み
上
げ
た
。｜

一
瞬
「
逃
げ
星
」
と
い
う
星
が
あ
る
の
か
と
思
っ
た
。
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「
美
し
く
」「
静
か
に
」「
い
よ
い
よ
」
な
ど
動
詞
に

か
か
る
の
が
副
詞
。「
大
き
い
」「
可
愛
い
」「
困
難

な
」
と
い
っ
た
名
詞
を
修
飾
す
る
の
が
形
容
詞
。

「
残
念
な
が
ら
」「
そ
の
上
」「
が
」「
し
か
し
」
な
ど
、

文
章
の
頭
に
つ
け
て
前
の
段
落
と
結
び
つ
け
る
の
に

使
う
の
が
接
続
詞
だ
。
こ
れ
ら
を
全
部
取
っ
て
し
ま

う
。
見
直
し
て
必
要
な
も
の
だ
け
復
活
さ
せ
る
。
文

章
が
軽
く
な
り
、
速
度
と
透
明
感
（
色
彩
を
含
む
）

が
出
て
く
る
。
軽
み
と
速
度
と
透
明
感
は
名
文
の
条

件
で
あ
る
。

第
四
は
、
一
貫
性
の
チ
ェ
ッ
ク
だ
。

文
章
の
説
得
力
は
筋
道
が
通
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

生
ま
れ
る
。
例
え
ば
「
弁
理
士
の
入
塾
試
験
は
本
番

よ
り
難
し
い
」
と
い
う
宣
伝
文
句
を
見
た
こ
と
が
あ

る
。
試
験
の
一
番
の
難
関
は
本
番
で
あ
る
。
こ
の
コ

ピ
ー
は
塾
の
レ
ベ
ル
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ト
リ
ッ
ク
と

い
う
ほ
か
な
い
。「
人
命
は
地
球
よ
り
重
い
」
と
い

っ
て
、
乗
っ
取
ら
れ
た
旅
客
機
の
乗
客
救
出
の
た
め

に
犯
人
グ
ル
ー
プ
の
要
求
に
よ
り
、
そ
の
仲
間
を
刑

務
所
か
ら
釈
放
し
た
政
治
家
が
い
た
。
釈
放
の
是
非

は
と
も
か
く
、
普
通
で
は
通
ら
な
い
お
か
し
な
論
理

を
使
っ
た
の
が
お
か
し
か
っ
た
。
宣
伝
文
句
や
ア
ピ

ー
ル
で
は
と
も
か
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
章
の
論
理
矛
盾

は
見
逃
さ
れ
な
い
。

完
璧
な
文
章
に
到
達
す
る
方
法

完
璧
な
文
章
を
書
く
こ
と
は
、
プ
ロ
で
も
難
し
い
。

名
文
家
と
知
ら
れ
る
川
端
康
成
や
司
馬
遼
太
郎
、
大

江
健
三
郎
の
原
稿
を
見
る
と
、
真
っ
赤
に
筆
が
入
っ

て
い
る
。
草
稿
の
二
、
三
倍
の
文
章
を
推
敲
、
添
削

で
書
い
て
い
る
。
凄
い
努
力
だ
。
努
力
は
、
名
文
の

母
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。
し
か
し
、
努
力
を
す
る

に
も
考
え
方
な
い
し
は
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
必
要
だ
。

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
デ
カ
ル
ト
の
方
法
が
、
こ
れ

に
は
最
善
だ
。

一
六
三
七
年
出
版
の
『
方
法
序
説
』。
正
確
な
表

題
は
「
理
性
を
正
し
く
導
き
、
す
べ
て
の
科
学
に
お

い
て
真
理
を
探
究
す
る
た
め
の
方
法
の
序
説
」
で
あ

る
。
こ
の
場
合
の
理
性
と
は
も
の
ご
と
を
正
し
く
判

断
す
る
能
力
で
あ
り
、
真
と
偽
を
区
別
す
る
力
の
こ

と
だ
。
も
の
ご
と
を
完
璧
に
ま
と
め
る
に
は
、
次
の

四
つ
の
法
則
に
よ
る
の
が
い
い
と
い
う
。

第
一
は
「
明
澄
性
の
原
則
」
で
あ
る
。

独
断
と
先
入
観
を
避
け
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
も

の
だ
け
で
考
え
を
進
め
よ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

誰
が
見
て
も
同
じ
に
見
え
、
疑
う
余
地
の
な
い
明
白

な
事
実
以
外
は
、
資
料
と
し
て
用
い
な
い
。
偏
り
や

曖
昧
さ
、
推
測
に
基
づ
く
も
の
、
人
に
聞
い
た
だ
け

で
裏
づ
け
が
わ
か
ら
な
い
も
の
、
自
分
自
身
よ
く
理

解
し
て
い
な
い
言
葉
は
使
わ
な
い
。
怠
る
と
文
章
は

行
き
詰
る
。

第
二
は
「
分
析
の
原
則
」
で
あ
る
。

対
象
を
分
析
す
る
に
は
、
分
解
、
分
割
、
細
分
化

す
る
な
ど
単
純
化
す
る
。
特
に
大
き
い
問
題
は
、
い

く
つ
か
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
る
。
例
え
ば
一
国
の
予

算
や
国
民
経
済
の
分
析
を
す
る
と
き
、
い
き
な
り
全

体
を
つ
か
も
う
と
し
て
も
茫
漠
と
し
て
し
ま
う
。
省

庁
、
産
業
別
、
地
域
別
な
ど
に
分
割
す
る
と
、
よ
く

見
え
、
構
造
も
わ
か
る
。

第
三
は
「
総
合
化
の
原
則
」
だ
。

こ
れ
は
分
析
の
原
則
の
逆
。「
細
分
化
し
、
断
片

化
し
た
意
見
な
ど
を
ひ
と
つ
に
組
み
あ
げ
る
と
き

は
、
あ
る
ひ
と
つ
の
考
え
に
基
づ
い
て
秩
序
づ
け
、

順
序
づ
け
る
の
が
よ
い
」「
も
っ
と
も
単
純
で
も
っ

と
も
容
易
な
も
の
か
ら
着
手
し
、
階
段
を
昇
る
よ
う

に
複
雑
な
も
の
の
認
識
へ
と
進
む
の
が
よ
い
」
と
い

う
。
部
分
か
ら
全
体
を
描
い
て
ゆ
く
と
う
ま
く
ゆ
く
、

と
い
う
こ
と
だ
。

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
「
あ
る
ひ
と
つ
の
考
え
に

基
づ
い
て
」
だ
。
視
点
、
理
念
、
思
想
、
目
標
と
い

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
原
点
に
お
い
て
組
み
上

げ
総
合
化
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

第
四
は
「
枚
挙
の
原
則
」
だ
。

こ
れ
は
何
の
見
落
と
し
も
な
い
、
と
確
信
で
き
る

ほ
ど
つ
ぶ
さ
に
情
報
収
集
し
、
点
検
し
、
か
つ
、
も

う
一
度
見
直
す
、
と
い
う
こ
と
だ
。
身
近
に
あ
る
資

料
や
情
報
、
少
な
い
事
例
で
文
章
を
書
い
て
い
な
い

か
。
部
分
で
全
体
を
推
し
測
っ
て
い
な
い
か
、
裏
づ

け
は
十
分
か
、
主
張
は
前
向
き
、
か
つ
有
益
か
。
多

く
の
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
そ
う
か
。
資
料
の
読
み
違

い
や
錯
覚
に
よ
る
誤
り
を
防
ぐ
意
味
で
も
、
仕
上
げ

の
チ
ェ
ッ
ク
は
不
可
欠
だ
。

デ
カ
ル
ト
は
、
こ
の
世
の
存
在
の
す
べ
て
を
疑
っ

て
以
上
述
べ
た
四
つ
の
原
則
に
到
達
し
た
が
、
私
た

ち
は
デ
カ
ル
ト
の
す
べ
て
を
信
じ
て
言
葉
力
を
磨
く

の
が
よ
い
。
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働く環境が急速に変化している。なかでも
派遣労働者など非正規雇用の急増は大きな
影響を与えた。隣り合わせにいながら、雇
用主や賃金、福利厚生まで違う「同僚」と
働く非正規職員の存在は、様々な問題を浮
かび上がらせている。

施策紹介

非正規職員の
雇用対策

後
押
し
し
た
規
制
緩
和

旧
労
働
省
は
当
時
、
派
遣
労
働
者
を
い
わ
ば
正
社

員
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
「
臨
時
的
・
一
時
的
」
な

雇
用
形
態
と
位
置
づ
け
、
拡
大
に
つ
な
が
る
制
度
の

見
直
し
に
は
慎
重
だ
っ
た
。
し
か
し
、
景
気
後
退
に

つ
れ
て
、
終
身
雇
用
に
代
表
さ
れ
る
「
日
本
型
雇
用
」

は
国
際
競
争
力
を
削
ぐ
障
害
だ
と
の
声
が
経
済
界
を

中
心
に
強
ま
る
。
日
本
経
営
者
団
体
連
合
会（
当
時
）

は
平
成
七
年
に
ま
と
め
た
「
新
時
代
の
『
日
本
的
経

営
』」
で
「
雇
用
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
と
い
う
概

念
を
掲
げ
た
。
人
材
の
有
効
活
用
に
は
目
的
や
業
務

に
沿
っ
た
グ
ル
ー
プ
別
の
育
成
が
大
事
だ
と
し
て
、

高
度
専
門
能
力
活
用
型
な
ど
と
合
わ
せ
て
派
遣
な
ど

非
正
規
雇
用
を
想
定
し
た
と
見
ら
れ
る
「
雇
用
柔
軟

型
」
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
例
示
。
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
運
用
の
た
め
に
株
式
や
債
券
へ
の
投
資
配
分
を
考

え
る
の
と
同
様
に
、
雇
用
面
で
も
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

「
必
要
の
都
度
、
必
要
な
人
材
を
必
要
な
人
数
だ
け

採
用
す
る
」
こ
と
が
重
要
と
訴
え
た
。

一
連
の
規
制
緩
和
の
流
れ
も
、
派
遣
労
働
の
緩
和

を
後
押
し
し
た
。
平
成
七
年
に
行
政
改
革
委
員
会

（
当
時
）
が
ま
と
め
た
第
一
次
意
見
に
労
働
者
派
遣

の
対
象
職
種
の
原
則
自
由
化
が
盛
り
込
ま
れ
、
九
年

の
政
府
の
規
制
緩
和
推
進
計
画
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
さ
ら
に
、
同
年
十
一
月
の
政
府
の
緊
急
経
済
対

策
で
は
、
派
遣
法
改
正
が
柱
の
一
つ
と
な
っ
た
。

「
景
気
が
さ
ら
に
悪
化
し
て
、
失
業
率
が
二
ケ
タ
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
が
あ
っ
た
。
派
遣

で
あ
っ
て
も
、
新
た
な
雇
用
の
受
け
皿
が
絶
対
に
い

ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
難
し
か
っ
た
」。
日
本
労
働

組
合
総
連
合
会
（
連
合
）
幹
部
は
、
労
働
側
の
当
時

の
立
場
を
話
す
。
臨
時
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
限
定

的
に
受
け
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
や
む
を
得
な
い
と
の

判
断
に
傾
き
、
労
使
の
論
議
は
法
改
正
の
是
非
か
ら

改
正
を
前
提
と
し
た
修
正
協
議
に
移
っ
て
い
く
。
深

刻
化
し
て
い
た
景
気
後
退
が
、
労
使
双
方
の
対
応
に

影
を
落
と
し
た
形
と
な
っ
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
温
床

労
働
者
派
遣
法
が
再
び
、
大
き
な
曲
が
り
角
を
迎

え
た
の
は
、
日
雇
い
派
遣
大
手
が
行
っ
て
い
た
違
法

派
遣
の
発
覚
だ
っ
た
。
警
視
庁
が
職
業
安
定
法
違
反

の
疑
い
で
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
へ
の
強
制
捜
査
に
着
手
、

刑
事
事
件
に
ま
で
発
展
。
事
態
を
重
視
し
た
厚
生
労

働
省
は
平
成
二
〇
年
二
月
、「
緊
急
違
法
派
遣
一
掃

プ
ラ
ン
」
を
発
表
、
派
遣
料
金
の
公
表
な
ど
日
雇
い

派
遣
へ
の
規
制
強
化
に
取
り
組
む
と
し
た
。

浮
か
び
上
が
っ
た
問
題
は
、
日
雇
い
派
遣
の
不
安

定
さ
だ
。
派
遣
会
社
に
登
録
し
て
電
話
や
メ
ー
ル
で

受
け
た
指
示
を
基
に
一
日
単
位
で
様
々
な
職
場
で
働

く
仕
組
み
は
、
企
業
に
と
っ
て
は
仕
事
が
あ
る
時
だ

け
必
要
な
人
数
を
雇
う
こ
と
が
で
き
る
、
い
わ
ば
究

極
の
「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
と
い
え
る
。
し
か
し
、

働
く
側
に
す
れ
ば
、
先
行
き
の
見
通
し
を
立
て
ら
れ

な
い
上
、
仕
事
が
な
け
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
無
収
入
と

な
っ
て
し
ま
う
綱
渡
り
の
生
活
を
強
い
ら
れ
る
。
働

い
て
も
生
活
が
上
向
か
な
い
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」

を
生
む
温
床
だ
と
の
批
判
は
強
ま
っ
た
。

「
こ
ん
な
使
わ
れ
方
を
す
る
と
は
、
当
時
は
予
想
で

き
な
か
っ
た
」。
旧
労
働
省
幹
部
は
、
日
雇
い
派
遣

の
広
が
り
に
戸
惑
い
を
打
ち
明
け
る
。
製
造
業
へ
の

「
人
材
育
成
の
面
か
ら
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
派
遣
労

働
が
広
が
る
と
、
モ
ノ
づ
く
り
の
技
術
が
き
ち
ん
と

養
成
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
は
あ

っ
た
」。
平
成
十
一
年
の
労
働
者
派
遣
法
改
正
に
携

わ
っ
た
旧
労
働
省
幹
部
は
、
当
時
を
振
り
返
っ
た
。

当
事
者
で
す
ら
、
将
来
へ
の
懸
念
が
ぬ
ぐ
え
な
か
っ

た
と
い
う
改
正
は
、
昭
和
六
一
年
に
施
行
さ
れ
た
同

法
の
大
き
な
転
換
点
と
な
る
。
最
も
重
要
な
点
は
、

通
訳
な
ど
専
門
的
な
職
業
を
中
心
に
例
外
的
に
認
め

て
き
た
派
遣
労
働
の
対
象
職
種
を
原
則
自
由
化
し
た

こ
と
だ
。
や
が
て
、
平
成
一
六
年
に
は
製
造
業
に
ま

で
拡
大
、
受
け
入
れ
期
間
の
上
限
も
三
年
間
に
延
長

さ
れ
て
い
く
。

様
々
な
職
種
で
派
遣
労
働
者
が
当
た
り
前
の
存
在

と
な
っ
た
現
在
の
構
図
は
、
こ
の
時
固
ま
っ
た
と
い

え
る
。
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派
遣
解
禁
の
際
、
労
働
側
が
強
く
懸
念
し
て
い
た

「
偽
装
請
負
」
も
現
実
と
な
っ
た
。
受
け
入
れ
期
間

の
上
限
が
三
年
に
延
長
さ
れ
た
こ
と
で
「
臨
時
的
だ

っ
た
は
ず
の
派
遣
労
働
は
、
半
ば
恒
久
的
な
働
き
方

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」（
連
合
幹
部
）。
総
務
省
に
よ

れ
ば
、
パ
ー
ト
・
派
遣
・
契
約
社
員
な
ど
非
正
規
雇

用
は
、
平
成
五
年
の
九
八
六
万
人
か
ら
一
九
年
に
一

七
三
一
万
人
に
ま
で
増
加
し
た
。
い
ず
れ
正
社
員
に

移
行
す
る
と
想
定
し
「
派
遣
で
暮
ら
す
人
は
、
さ
ほ

ど
増
え
な
い
は
ず
」（
旧
労
働
省
幹
部
）
と
の
予
想

は
裏
切
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

転
換
が
迫
ら
れ
る
非
正
規
雇
用
制
度

こ
の
よ
う
な
状
況
に
政
府
は
、
昨
年
十
一
月
、
労

働
者
派
遣
法
改
正
案
を
閣
議
決
定
し
、
国
会
に
提
出

し
た（
一
七
一
通
常
国
会
の
継
続
審
議
）。
改
正
案
は
、

①
日
雇
い
派
遣
や
雇
用
期
間
三
〇
日
以
内
の
派
遣
を

原
則
禁
止
、
②
派
遣
会
社
の
グ
ル
ー
プ
企
業
へ
の
派

遣
割
合
を
八
割
以
下
に
、
③
違
法
派
遣
に
対
し
行
政

が
直
接
雇
用
を
求
め
る
勧
告
制
度
の
導
入
―
な
ど
が

柱
。し

か
し
、
日
弁
連
は
、
日
雇
い
派
遣
を
原
則
禁
止

と
し
な
が
ら
、
な
お
広
範
な
例
外
業
務
が
あ
る
こ
と

や
、
三
〇
日
を
超
え
る
短
期
派
遣
を
認
め
て
い
る
な

ど
と
し
て
、
改
正
案
に
反
対
を
表
明
し
て
い
る
。
不

安
定
な
生
活
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
仕
事
が
あ
る
時

だ
け
雇
う
登
録
型
派
遣
を
全
廃
す
べ
き
だ
と
の
声
も

上
が
っ
て
お
り
、
今
回
の
改
正
案
で
は
問
題
解
決
に

は
不
十
分
だ
と
す
る
見
方
は
強
い
。

非
正
規
雇
用
の
問
題
に
、
な
か
な
か
出
口
が
見
え

な
い
大
き
な
原
因
は
、
雇
用
の
流
動
化
が
先
行
す
る

一
方
で
、
依
然
と
し
て
正
社
員
中
心
の
色
が
濃
い
日

本
社
会
と
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
埋
ま
っ
て
い
な
い
こ

と
だ
。
平
成
一
七
年
度
の
厚
生
労
働
省
の
調
査
を
見

る
と
、
正
社
員
と
比
べ
て
業
務
の
専
門
性
が
高
い
か

同
じ
と
し
た
契
約
・
嘱
託
社
員
は
半
数
以
上
あ
る
。

業
務
へ
の
責
任
も
重
い
か
同
じ
と
し
た
契
約
・
嘱
託

社
員
も
半
数
を
超
え
た
。
一
日
の
所
定
労
働
時
間
が

長
い
か
同
じ
と
し
た
契
約
・
嘱
託
社
員
も
七
割
前
後

に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
半
面
、
正
社
員
へ
の
転
換
制

度
・
事
例
は
、
契
約
社
員
の
約
半
数
、
嘱
託
社
員
の

約
二
割
で
し
か
な
い
。
正
社
員
と
同
じ
評
価
制
度
が

あ
る
の
も
、
契
約
社
員
で
二
割
弱
、
嘱
託
社
員
は
一

割
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
正
社
員
と
同
じ
仕

事
を
同
じ
責
任
を
負
っ
て
同
じ
時
間
だ
け
働
い
て
い

て
も
、
非
正
規
雇
用
の
人
々
は
正
社
員
へ
の
転
換
も

認
め
ら
れ
ず
、
別
の
評
価
基
準
に
よ
る
勤
務
を
強
い

ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
大
半
と
い
う
実
態
が
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。

こ
う
し
た
正
社
員
と
非
正
規
雇
用
の
間
に
立
ち
は

だ
か
る
厚
い
壁
は
、
待
遇
面
で
の
マ
イ
ナ
ス
だ
け
で

は
な
い
。
一
九
九
〇
年
半
ば
ご
ろ
か
ら
続
い
た
景
気

後
退
と
卒
業
時
が
重
な
っ
た
「
就
職
氷
河
期
」
の
若

者
の
中
に
は
、
正
社
員
と
な
れ
ず
派
遣
社
員
な
ど
に

な
っ
た
人
も
多
い
。
し
か
し
、
景
気
が
回
復
に
転
じ

て
も
正
社
員
と
な
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
は
続
き
、

低
収
入
に
苦
し
み
結
婚
や
子
ど
も
を
つ
く
る
こ
と
に

悩
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い
。
い
っ
た
ん
正

社
員
の
コ
ー
ス
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
た
人
を
、
あ
ら

た
め
て
正
社
員
と
し
て
受
け
入
れ
る
企
業
が
限
ら
れ

て
い
る
た
め
だ
。

先
に
福
田
政
権
は
「
新
雇
用
戦
略
」
を
打
ち
出
し
、

平
成
二
二
年
ま
で
に
フ
リ
ー
タ
ー
を
十
一
万
人
減
ら

す
と
の
目
標
を
掲
げ
、
対
策
に
乗
り
出
し
た
。
し
か

し
、
目
玉
と
し
た
ジ
ョ
ブ
カ
ー
ド
制
度
は
超
低
空
飛

行
が
続
い
て
い
る
。
職
業
訓
練
と
就
職
あ
っ
せ
ん
を

組
み
合
わ
せ
た
制
度
で
、
求
職
者
は
訓
練
歴
や
職
歴

を
記
し
た
カ
ー
ド
を
作
り
、
企
業
が
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
人
材
を
探
し
や
す
く
す
る
の
が
狙
い
だ
っ
た
。
ス

タ
ー
ト
か
ら
半
年
た
っ
た
二
〇
年
九
月
末
時
点
の
カ

ー
ド
発
行
件
数
は
約
二
万
件
で
、
同
年
度
目
標
の
一

〇
万
件
と
は
か
な
り
遠
い
。
正
社
員
移
行
へ
の
呼
び

水
に
と
期
待
さ
れ
た
有
期
実
習
型
訓
練
に
い
た
っ
て

は
、
同
年
度
目
標
の
一
万
人
に
対
し
、
約
五
〇
人
ど

ま
り
と
い
う
状
況
だ
。
手
続
き
の
煩
雑
さ
な
ど
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
対
策
が
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ

た
大
き
な
原
因
は
、
非
正
規
雇
用
と
正
社
員
と
を
隔

て
る
溝
が
容
易
に
埋
ま
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

公
平
な
労
働
評
価
の
確
立
が
鍵

欧
米
で
も
派
遣
な
ど
非
正
規
雇
用
は
広
が
っ
て
お

り
、
日
本
特
有
の
問
題
で
は
な
い
。
し
か
し
、
東

京
・
秋
葉
原
の
連
続
殺
傷
事
件
な
ど
で
容
疑
者
の
動

機
と
派
遣
労
働
の
不
安
定
さ
が
重
な
っ
て
語
ら
れ
、

社
会
不
安
の
背
景
と
ま
で
い
わ
れ
る
事
態
は
深
刻

だ
。
通
訳
な
ど
の
技
能
を
持
ち
労
働
市
場
で
「
競
争

力
」
の
あ
る
人
を
対
象
に
始
め
た
派
遣
労
働
を
、
骨

格
を
見
直
さ
な
い
ま
ま
広
げ
た
ツ
ケ
が
現
れ
て
い
る

と
い
え
る
。

加
え
て
、
昨
年
秋
以
降
の
厳
し
さ
を
増
す
経
済
状

況
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
「
派
遣
切
り
」
な
ど
非
正
規

職
員
に
は
一
段
と
厳
し
い
現
実
が
立
ち
は
だ
か
っ
て

い
る
。
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このコーナーでは全国各地
の選挙啓発に関する取り組
みをレポートします。

東
京
都
町
田
市

学
生
の
政
治
参
加
推
進
サ
ー
ク
ル

東
京
都
町
田
市
で
は
、
市
内
に
あ
る

桜
美
林
大
学
に
、
政
治
参
加
推
進
サ
ー

ク
ル
「
Ｐ
Ｉ
Ｃ
（
ピ
ッ
ク
）」
が
誕
生

し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、
「p

o
litic

s

p
articip

atin
g
im
p
rov
in
g
circle

（
政
治
参
加
サ
ー
ク
ル
）」
の
略
称
で
す
。

「
政
治
が
学
生
に
と
っ
て
身
近
な
も
の

に
な
る
よ
う
に
！
」
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、

町
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
と
協
力
し

て
、
若
者
の
政
治
参
加
に
対
す
る
意
識

向
上
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
市
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
推
進
委
員
か
ら
「
大
学
生
と
一

緒
に
運
動
が
で
き
な
い
か
」
と
の
提
案

が
あ
り
、
そ
の
委
員
の
紹
介
で
桜
美
林

大
学
の
小
沢
一
彦
教
授
に
依
頼
し
た
と

こ
ろ
、
学
生
の
協
力
も
得
ら
れ
て
二
〇

年
六
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
七
人

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｉ
Ｃ
か
ら
、
選
管
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
、
イ
ベ
ン
ト
啓
発
へ
の
参
加
、
大

学
内
で
の
啓
発
活
動
な
ど
の
提
案
が
あ

り
、
昨
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
健
康

づ
く
り
フ
ェ
ア
で
は
、
市
明
推
協
と
一

緒
に
「
ど
う
ぶ
つ
む
ら
村
長
せ
ん
き
ょ
」

と
い
う
模
擬
選
挙
コ
ー
ナ
ー
を
出
展
し

ま
し
た
。
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
や
公
約

も
学
生
が
考
え
て
作
成
し
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
は
市
明
推
協
の
広
報
誌
「
ま
ち

だ
し
ろ
ば
ら
」
に
、「
私
た
ち
は
今
後

も
市
民
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を

設
け
て
、
政
治
に
対
す
る
知
識
や
関
心

を
高
め
る
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
、
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄

せ
て
い
ま
す
。

が
モ
チ
ー
フ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
め
じ

ろ
ん
」
と
明
る
い
選
挙
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
め
い
す
い
君
」
の
ど
ち
ら
が
好
き

か
を
投
票
箱
を
使
っ
て
投
票
す
る
な
ど

の
一
時
限
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま

す
。
出
前
授
業
は
平
成
一
八
年
度
か
ら

始
ま
り
、
今
年
度
は
中
学
校
を
含
む
七

校
で
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

岩
手
県
の
啓
発
授
業

岩
手
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

は
、「
明
る
い
選
挙
啓
発
授
業
」
を
小

中
学
校
の
授
業
で
先
生
自
ら
に
行
っ
て

も
ら
う
よ
う
、
平
成
一
八
〜
一
九
年
度

に
盛
岡
市
内
の
小
中
学
校
五
校
で
モ
デ

ル
授
業
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
、

県
内
の
学
校
へ
実
施
を
呼
び
か
け
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
四

校
（
小
学
校
二
校
、
中
学
校
二
校
）
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
一
四
日
に
盛
岡
市
立
本
宮
小

学
校
で
行
わ
れ
た
授
業
で
は
、
六
年
一

組
三
二
人
が
ク
ラ
ス
の
中
か
ら
国
会
議

員
を
選
ぶ
と
い
う
設
定
で
、
本
物
の
投

票
箱
を
使
っ
た
模
擬
投
票
を
行
い
ま
し

た
。
一
昨
年
の
参
議
院
選
挙
の
年
齢
別

投
票
率
に
も
ふ
れ
、
若
年
層
の
投
票
率

が
低
い
こ
と
に
つ
い
て
児
童
か
ら
は

「
選
挙
の
大
切
さ
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
」

「
低
い
投
票
率
が
続
け
ば
、
一
部
の
人

大
分
県
の
選
挙
出
前
授
業

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
一
月

二
十
一
日
、
宇
佐
市
立
和
間
小
学
校
で

「
選
挙
出
前
授
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

六
年
生
の
ク
ラ
ス
の
正
規
の
授
業
時
間

（
二
時
限
）
の
中
で
、
選
管
職
員
が
先

生
役
と
な
っ
て
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
選
挙
ゲ

ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

児
童
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
ど

の
様
な
ま
ち
を
つ
く
り
た
い
か
を
話
し

合
い
、
そ
の
結
果
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し

て
発
表
し
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
賛
成
す
る

か
を
、
本
物
と
同
様
の
投
票
用
紙
に
書

い
て
本
物
の
投
票
箱
に
投
じ
ま
し
た
。

大
分
県
の
選
挙
出
前
授
業
に
は
、
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
か
、
民
主
主
義
や

選
挙
の
意
義
・
仕
組
み
に
関
す
る
話
の

後
、
選
挙
ク
イ
ズ
や
、
県
の
鳥
め
じ
ろ
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の
考
え
で
し
か
国
が
動
か
な
く
な
る
」

と
い
う
意
見
が
発
表
さ
れ
、
選
挙
の
大

切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
授
業
と

な
り
ま
し
た
。
当
日
は
授
業
参
観
日
で

保
護
者
も
授
業
を
見
学
し
、
選
挙
の
大

切
さ
を
改
め
て
考
え
て
い
た
だ
く
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
一
八
日
に
は
、
盛
岡
市
以
外

で
は
初
め
て
と
な
る
啓
発
授
業
が
奥
州

市
立
常
盤
小
学
校
で
行
わ
れ
、
六
年
一

組
三
七
人
が
選
挙
の
仕
組
み
や
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
十
二
月
一
九

日
に
は
宮
古
市
立
崎
山
中
学
校
で
行
わ

れ
る
な
ど
、
実
践
が
広
が
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

山
形
県
知
事
選
挙
で

め
い
す
い
く
ん
の
帽
子
登
場

一
月
二
五
日
に
投
票
が
行
わ
れ
た
山

形
県
知
事
選
挙
で
は
、
幼
稚
園
年
長
児

四
九
人
の
マ
ー
チ
ン
バ
ン
ド
に
よ
る
啓

発
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
県
内
各
地
で
い
ろ

い
ろ
な
啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
、
明
る
い
選
挙
の
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
め
い
す
い
く
ん
」

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
帽
子
と
エ
プ
ロ
ン
が

初
め
て
登
場
し
ま
し
た
。
東
根
工
業
高

校
製
作
発
明
部
ク
リ
エ
イ
ト
班
（
班
員

九
名
）
が
、
め
い
す
い
く
ん
と
そ
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
た
だ
し
く
ん
、
メ
イ
ち
ゃ

ん
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
五
人
を

モ
チ
ー
フ
に
製
作
し
ま
し
た
。
生
活
ク

リ
エ
イ
ト
班
は
、
郷
土
料
理
を
始
め
と

す
る
生
活
文
化
を
題
材
と
し
た
研
究
活

動
を
行
い
、
山
形
県
家
庭
科
ク
ラ
ブ
研

究
発
表
大
会
最
優
秀
賞
、
全
国
高
校
生

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
ン
テ
ス
ト
学
校
賞

等
を
受
賞
し
て
お
り
、
今
回
県
選
管
が

製
作
を
依
頼
し
ま
し
た
。

岐
阜
県
知
事
選
挙
で
も

ア
イ
デ
ア
啓
発

一
月
二
五
日
に
投
票
が
行
わ
れ
た
岐

阜
県
知
事
選
挙
で
も
、
数
々
の
ア
イ
デ
ア

に
よ
る
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

可
茂
地
方
で
は
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

「
み
ん
な
の
一
票
大
切
に
」
と
め
い
す

い
く
ん
の
姿
を
焼
き
入
れ
た
、
地
元
名

産
の
「
八
百
津
せ
ん
べ
い
」
二
千
枚
を
、

街
頭
啓
発
な
ど
で
配
布
し
ま
し
た
。

陶
磁
器

の
産
地
が

あ
る
東
濃

地
方
で
は
、

地
域
産
業

の
発
展
に

つ
な
が
れ

ば
と
企
業

か
ら
無
償

で
提
供
さ

れ
た
一
セ
ン
チ
角
の
タ
イ
ル
約
七
千
枚

を
使
っ
た
横
三
・
六
ｍ
縦
〇
・
三
ｍ
の

看
板
を
、
県
職
員
一
〇
人
が
三
日
ほ
ど

か
け
て
作
成
し
、
県
道
沿
い
に
掲
げ
ま

し
た
。

そ
の
ほ
か
、
飲
食
店
の
コ
ー
ス
タ
ー
、

コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
画
面
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
広
告
、

若
者
座
談
会
な
ど
数
々
の
啓
発
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

静
岡
県
函
南
町

成
人
式
で
模
擬
投
票

静
岡
県
函
南
町
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
（
函
南
町
の
人
口
は
約
三
万
九
千

人
）
は
、一
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
成

人
式
で
模
擬
選
挙
を
行
い
、
出
席
者
の

七
五
％
の
約
三
五
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

成
人
式
を
主
催
す
る
新
成
人
に
よ
る

実
行
委
員
会
に
模
擬
選
挙
の
実
施
を
申

し
込
み
、
実
行
委
員
会
が
構
成
を
考
え
、

実
施
し
ま
し
た
。

「
函
南
町
と
い
え
ば
？
」
を
テ
ー
マ
に
、

地
元
の
名
産
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
四
つ

（
丹
那
牛
乳
、
平
井
す
い
か
、
市
町
村
駅

伝
、
柏
谷
公
園
）
を
選
択
肢
と
し
て
、
実

際
に
選
挙
で
使
用
し
て
い
る
記
載
台
で

書
き
、
本
物
の
投
票
箱
に
投
じ
ま
し
た
。

模
擬
選
挙
は
平
成
一
六
年
か
ら
行
わ

れ
、
模
擬
選
挙
コ
ー
ナ
ー
へ
の
誘
導
、
集

計
な
ど
を
明
推
協
委
員
が
行
い
、
今
年

度
も
五
人
の
委
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

成
人
式
で
の
模
擬
投
票
は
、
全
国
各

地
で
行
わ
れ

て
お
り
、
品

川
区
な
ど
の

取
り
組
み
は

テ
レ
ビ
で
報

道
さ
れ
ま
し

た
。
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●特集テーマは、各地に取り組みが拡がっている「子ども

議会」です。議会傍聴を行っている明るい選挙推進協議

会は多いのですが、模擬議会に関与している例はほとん

ど見られません。子ども議会への協力など、一考の価値

編　　集　　後　　記

協会からのお知らせ ■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

がありそうです。

●表紙のポスターは、今号から平成20年度の文部科学大

臣・総務大臣賞作品を掲載します。

若者の政治に関する意識調査の実施
協会では総務省選挙部と共同で、今後の選挙啓発等の参考とするため「若者の政治に関する意識調査」を１月下

旬から２月上旬にかけて実施いたしております。調査対象者は満16歳以上30歳未満の全国の男女3,000人です。

平成元年と平成10年に同様の調査を行っており、今回約10年ぶりに実施いたしました。従来の調査は、調査員が

直接対象者宅を訪問する面接調査法を採用していましたが、昨今調査拒否等が増えるなど回収率が低下しておりま

した。そこで今回の調査では、特に回収率の低い若者対象の調査であることに鑑み、郵送調査法を採用することと

いたしました。また、3,000人とは別に、インターネットを利用する満16歳以上30歳未満の男女3,000人を対象とする

インターネット調査を併用することといたしました。手法にはそれぞれ長所短所がありますが、経費的には面接調

査法と比べて、郵送調査、インターネット調査とも安価に実施できます。

また、若者層と一般有権者の意識の違いを比較するため、満20歳以上の全国男女3,000人を対象とする郵送調査も

同時期に実施いたしました。集計、分析作業はこれからですが、多角的に分析できるものと期待しております。調

査結果、分析の公表は、今夏ごろを目途に、明るい選挙推進協会のホームページなどを通じて行う予定です。

常時啓発事例の調査
協会では、昨年11～12月に、全国で行われている常時啓発事業（平成20年度に実施および実施予定の事業）に関

する調査を実施いたしました。事例集を作成し、選挙管理委員会および明るい選挙推進協議会等の参考に供するこ

とが目的です。

各選管におかれましてはご多忙にもかかわらずご協力いただき、まことにありがとうございます。現在、整理作

業を進めておりますので、情報提供につきましては今しばらく時間をいただきたいと存じます。

市区町村明推協研修会等開催支援事業
協会では、市区町村明推協等が開催する研修会・講演会の講師の謝金と旅費、会場費等について助成する「市区

町村明推協研修会等開催支援事業」を実施しています。21年度も募集いたしますのでご活用ください。詳しくは協

会ホームページをご覧ください。

新有権者パンフレット
協会では、１月11～12日に全国各地で開催された成人式などにおいて配布していただくため、パンフレット「イ

ケてる大人塾」を昨年度に引き続き発行しました。今年の新成人は約133万人ですが、市区町村選管からは約80万

部の要望があり、無償で提供させていただきました。

ケータイ・ジャーナリスト・コンテスト
現在開催中の第３回ケータイ・ジャーナリスト・コンテストは、普段の生活の中で身の回りの出来事や社会に対

して思ったこと、気づいたことを携帯電話で写真に撮り、メッセージを添えて応募するコンテストです。作品募集

は２月１日に締め切ります。インターネットによる決選投票を２月下旬から３月上旬にかけて行います。今年は昨

年に増していろいろな視点の作品がノミネートされていますので、ぜひご覧いただき、投票してください。

公式ホームページアドレス　http://kjc2008.jp/

明るい選挙推進協会の中央研修会
協会の平成20年度中央研修会を３月４日午後と５日午前に、東京都千代田区の「グランドアーク半蔵門」で開催

します。優良活動団体の活動報告、若者啓発グループによるシンポジウム、アメリカ大統領選挙についての講演

（選挙運動の変化と選挙時に行われた模擬投票をテーマにしたもの）等を予定しています。奮ってご参加ください。
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